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興
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詩
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具
記
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義
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始
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也
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反
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詩
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反
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者
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善
く

喜

ぶ
、是
れ
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虞

詩
と
爲
す
、其
の
弔
せ
す
し
て
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て

哭
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ま
す
し
て
而
し

て
呻
吟
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る
若
き
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、是

れ

を

僞
詩
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詩
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弊
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話

叢

書

調
「是
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昌格
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形
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忘
二實
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h即

不
v足
v

爲
ジ詩

已
、

,詩

用

故

裏

要
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昌讀

者

不
7知
v之
、徒
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丁

故
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ハ大

害
二實
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能

作
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腐
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奇
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昌
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奇

卻

劣

陳

腐
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詩
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二薪

奇
h不

ソ

厭
昌陳
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h秕

能

作

者

爲
ジ上
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作
v詩

不
v思

者
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、

苦

患

亦

不

可
、思

不

患
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問
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然

以

生

者
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v妙
、

帥

是

古

人

所
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水

中

月

鏡

中

花

、
　
二

條

家

和

歌

者

流

之

言

日
、臨
V題

起
V思
、應
V須
昆仰

看

}雲

之

往
來
h
・

作
V詩

亦

有
昌此

理
ハ　

爲
V詩

者
、不
V若
昌多
讀
V書

多
作
ツ詩
、

多

作

之

功
、妙

蓮
一一詩

材
h多

少

自

辨

、多

固

可
、少

亦

可
、

多

讀

之

功
、日

富
昌詩

材
h滿

腹

皆

詩

、
　

悄

讀
γ書

不
v能
v

蓮

・其

材
h亦

何

用

之

爲
、是

故

從
二多

讀

v書

不
7作
v詩
、

無

寧

多

作
v詩

不
γ讀
v書
、　

近

體

之

詩
、必

擬

於

唐
h

唐

有

初̀

盛

中

晩

之

別
ハ不
v可
ソ不
v…辨
v諸

、雖
v然

有
v入
`

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ

な
り
、」

詩
は
實
情
を
作
す
、
一
氣
話
の
如
く
一自
ら
格
調
を
備
ふ
、

是
れ
を
妙
と
爲
す
、徒
に
格
調
形
似

を

論
じ
、卻
つ
.て
實
情
を
忘

れ
ば
、印
略
詩
と
爲
す
に
足
ら
ざ
る
の

み
、」

詩
は
故
事
を
用
ふ
、

讀
者
を
し
て
之
れ
を
知
ら
ざ
ら
し
む
る
を
要
す
徒

に
馨

を
用

ふ
れ
ば
、大
に
實
情
を
害
す
、」

能
く
作

な
者

は
、陳
腐
化
し
て
新

奇
と
爲
る
、能
く
作
ら
ざ
る
者
は
、新

奇

卻
つ
て
陳
腐
に
劣
"Q
、是

の
故
に
、詩
は
新
奇
を
喜
ば
す
、陳
腐
を
厭

は
す
、祇
だ
能
く
作
る

者
を
上
と
爲
す
、」

詩
を
作
り

て
、思
は
ざ
る
も
不
可
冷苦
思
も
亦

不
可
恵

不
思
の
間
、油
然
と
し
て
生
す

る
を
妙
と

爲

す
、帥
ち
是

れ
古
人
の
謂
は
ゆ
る
水
中
の
月
、鏡
中
の
花

な

り
、」

二
條
家
の

和
歌
者
流
の
言
に
曰
く
、題
に
臨
み
思

を

起

す
.應
に
須
ら
く
仰

ぎ
て
雲
の
往
來
を
看
る
べ
し
と
、詩

を

作

る

に
も
亦
此
の
理
あ

り
、」

詩
を
爲
る
者
は
、多
く
書
を
讀

み
、多
く
詩
を
作
る
に
若
か

す
、多
作
の
功
は
、妙
、詩
材
を
蓮
し
,多
少
自
ら
辧
す
、多
き
も
固
よ

り
可
、少
き
も
亦
可
、多
讀

の

功

は
、日

に
詩
材
に
富
み
、満
腹
皆

詩
、」

儒
し
書
を
讀
み
て
・其
の
材
を
運
す
る
能
は
ざ
れ

ば
、亦
何

を
用
つ
て
爲
さ
ん
、是
の
故
に
、多

く
書

を
讀

み
て
詩
を
作
ら
ざ

る
よ
り
は
、寧
ろ
多
く
詩
を
作
り
て
、書

を
讀
ま
ざ

れ
、」

近
體
の

詩
は
、必
す
唐
に
擬
す
、唐
に
初
盛
中
晩
の
別

あ

り
、諸
れ
を
辨
ぜ

ざ
る
べ
か
ら
す
、然
り
と
雖

ど

も
、此
に
人
有
り
、多
く
詩
を
作
り
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、

于

此

h多

作
V詩
、日

求
V爲
V唐
、雖
V日
レ未
レ辨

初

盛

中

晩

之

階

級
ハ吾

必

謂
昌之

詩

人
h

學
v詩

者
、先

讀
㎜二

人

本
、集

ハ日

夜

務

擬
ご其

口

氣

ハ是

爲
〆易
v入
、選

詩

者
、群

玉

雜

邃
、殆

難
v下
v手
、是

故

先

倣
二

小

李

臼

ハ始

構
コ

一
小

杜

甫
百

氣

自

由
、無
レ所
誼

礙
「能

似
ご李

自
↓能

欺
昌杜

甫
ハ而

後

廣

學
他

家
蠶

富
ゴ其

腹
後

來

積
v功

之

久
、必

出
脱

李

杜

之

案

窟
百

成
一
一
大

家

　

學
v

詩

者
、獪
v學

宰̀

割

之
,遘
の也
、宰

割

之

妙
、在
芯于

調

和
「

作
レ誹

之

妙
、亦

在
二于

調

和
ハ均

是

五

鼎

八

珍
、而

衆

人

之

所
レ調
、未

必̀

美
一也
、若

使
二易

牙

調
ツ之
、其

味

太

美

也
、均

是

金

玉

錦

繍
、而

白

面

書

生

之

所
v作
、未
昌

必

美
一也
、若

使
二李

杜

裁
ツ之
、其

詩

太

美

也
、無

レ他

調

和

得

失

已
、　

無
ポ美

味
h無
嘉

肴
ハ而

使
易

牙

執
レ刀

娜
　
　
向
7粗
、必

出
二新

趣

向
ハ隙
趾
ハ
所
V無

之

物
納必

美
踊其

味

詩

律

嵐

日
に
唐
た
ら
ん
洗)と

を
求

む
、米
だ
初
盛
㍗
晩
の
階
級
を
辨

ぜ
す
と
日
ふ
と
雖
ど
も
、吾
は
必
す
之
れ
を
詩
人
と
謂
は
ん
、一

詩
を
塵
ぶ
者
は
、先
づ

一
人

の
本

集

を

讀

み
、日
夜
務
め
て
其

の
口
氣
ル
擬
す
、
是
れ
を
入
の
易
し
と
爲

す
、選
詩
は
、群
玉
雜
遐

殆
ど
手
を
下
し
難
し
、是
の

故

に
、先
づ

一
の
小
李
自
々
傚
し
、始

め
て

一
の
小
杜
甫
を
構
す
、ロ
氣
自
由
、阻
礙
す
る
所

無

し
、能
く

李
自
に
似
せ
、能
く
杜
甫
を
欺
き
↓而

し

て

後
に
廣
く
他
家
を
學

び
、盆
ー
嚢
の
腹
々
富
ま
し
、後
來
積
功
の

久

し

き
、必
す
李
杜
の

篥
窟
々
翫

脱
し
て
,自
ら

一
大
家
を
成
さ
ん
、」

詩

を
學
ぶ
者
は

獪
宰
割
の
道

浄
學
ぶ
が
ご
と
し
、宰
割
の
妙

は
、調

和

に
在
り
、詩

を
作
る
の
妙
ポ
、亦
調
和

に

在

り
、均
し
く
是
れ
五
鼎
八
珍
に
し

て
、而
し
て
衆
人
の
調
す
る
所
、未

だ

必
す
し
も
美
な
ら
ざ
る
な

り
、若
し
易
牙
を
し
で
之
れ
を
調

せ
し
め
ば
、其

の
味

太
だ
美
な

ら
ん
、均
し
く
是
れ
金
玉
錦
繍
、而

し

て
自

面
書
生
の
作
る
所
は

未
だ

必
す
し
も
美
な
ら
ざ
る
な
り
、若

し

李

杜

を
し
て
之
れ
を

裁
せ
し
め
ば
、其
の
詩
太
だ
美
な
ら
ん
.他

無

し
,調
和
の
得
失
の

み
、」

羨
味
無
く
、嘉
肴
無
き

も
、而

か

も
.易
牙
を
し
て
刀
を
執

り
て
爼
に
向
は
し
め
ば
、必
す
新
趣
向

を

禹

し
、其
の
無
き
所
の

物
に
隨
ひ
て
.必
す
其
の
味
を
美
に

せ

ん
、風
景
無
く
,材
料
無
き

も
,而
か
も
、李
杜
を
し
て
鬚
を
撚
り
筆
を
援
ら
し

め

ば
ふ必
す
奇

三

鹽

●



{心

ロ

本

詩

話

叢

書

齪
　

焉
、無

風̀

景

h無

二材

料
h而

使
二李

杜

撚
"鬚

援
7筆

必

構
榊}

4

奇

手

段
ハ隨
昌其

所
v乏

之

場
ハ必

巧
昌其

詩
噂焉
、　

宰

割

之

道
、有
v時

乎

淡
、不
v可
∴常

淡
宥

v時

乎

濃
、不
ソ可
訟常

濃

↓作
v詩

之

遣

亦

如
レ此
、可
v淡

則

淡
、可
v濃

則

濃

、濃

淡

不
v失
出其

節
∵即

是

詩

人

之

伎

倆
、獪
二庖

人

之

伎
鴫

也
、

材

料

盆

集
、要

取

捨
ハ寧

割
v愛
、勿
v貪
レ多
、獪
下魚

鳥

葷

蔬
、均

在
厨

下
h非
v得
庖

人

取

捨
ハ不
ウ壟

調

和

適
ワ

ロ
、

作

詩

欲
v勢

者

、如
樊

膾

拔

v劒

切
v肉

、
一
刀

直

　

斷

ハ要

}精

密
一者
、如
謡庖

丁

解
v牛
、節

節

不
7乖
、要

}布

置

西　

得
v宜

不
躍支

難
一者
、如

陳̀

卒

分
ツ肉
、
　

口

之

於
v嘗
v味

也
、・有
昌同

咾
卸
焉
、詩

之

於

…調

和
一也
、有
二同

美

一焉
、李

杜

先

知
呂詩

之

所
"同

美
一者
、易

牙

先

知
菖味

之

所
=同

咾
卸

者

也
、
　
解
v牛

之

道
、必

有
昌首

尾

所
v宜

以

宰
ソ之

也

、

作

V詩

者
、先

作
一轉

結
h或

先
聯

句
嚇皆

朱
一其

宜
一也
、

……～へへ　……

四

手
段
を
構
し
,其
の
乏
し
き
所
の
場
に
隨

ひ

て
、必
す
其
の
詩
を

巧
に
せ
ん
.
宰

割

の
道
は
,
時

有
り
て
か

淡
,常
に
淡
な
る
べ
か

ら
す
、時
有
り
て
か
濃

.常
に
濃
な
る
べ
か

ら
す
、詩
を
作
る
の
道

も
亦
此
の
如
し
、淡

な
る
べ
け
れ
ば

則

ち

淡
、濃
な
る
べ
け
れ
ば

則
ち
濃
、濃
淡
其
の
節
を
失
は
す
、帥
ち
是
れ
詩
人
の
伎

倆
、獪
庖

入
の
伎
の
ご
と
き
な
り
、」

材
料
塗
集
、取
捨
を
要
す
、寧
ろ
割
愛

す

r
も
、多
き
を
貪

る
こ
と
勿

れ
、猫
魚
鳥
葷
蔬
、均
し
く
厨
下
に

在
り
、庖
人
の
取
捨
を
得
ざ
れ
ば
、調

和

日

に
適
す
る
能
は
ざ
る

が
ご
と
し
、」

作
詩

勢
を
欲
す
る
は
、樊
唸

ω
劒
を
拔
き
て
肉
を

切
り
、
一
刀
直
斷
す
る
か
如
く
、精

密

を
要
す
る
は
、庖
丁
の
牛
を

解
き
、節

々
乖
か
ざ
る
が
如
く
、布

置

宜

し
き
を
得
て
支
離
せ
ざ

る
を
要
す
る
は
、陳
…牛
の
肉

を
分

つ
が
如
く
な
る
べ
し
、」
　
口
の

味
を
嘗
む
る
に
於
け
る
や
、同

く
嗜
む

あ

り
、詩
の
調
和
に
於
け

る
や
、同
く
美
と
す
る
あ
り
、李

杜
は
先
づ

詩

の
同
く
美
と
す
る

所
を
知
る
者
、易
牙
は
先
づ
味
の
同
く
嗜
む
所
を
知
る

者
.」　
牛

を
解
く
の
道
は
必
す
首

尾
宜
し
き
所
有
り
て
以
て
之
を
宰
す
る

な
り
、詩
を
作
る
に
は
、先
づ
轉
結
を
作
り
、或

は

聯
句
を
先
に
す

る
は
、皆
箕
宜
し
き
を
失
ふ
な
り
.」

人

の

言
ひ
難
し
と
す
る
者

は
、我
必
す
言
ふ
を
易
し
と
す
、入
の

言

ふ
を
易
し
と
す
る
者
は

我
卻
つ
て
言
ふ
を
難
し
と
す
、直

な

る
者
は
曲
言
し
.曲
な
る
者



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
直
言
す
.印
ち
是
れ
英
雄
人
姦

く
の
伎
な
り
.

起
句
蹙

・

入

難

言

者
・我

挙

曇

ロ、人

易

言

者
、我

卻

讐

ロ、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
題
に
入
ゐ
者
あ
の
、
三

句
鷸

架
し
、咨

讐

入
.。
者
あ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一三
句
四
喬

、最
後
に
題
に
入
署

あ
り
、之
れ
藁

す
る
に
.

　
　

直

者

曲

言
、曲

者

直

言
、即

是

英

雄

欺
v人

之

伎
、

総
騰

　
　
　
其
元
髢

・

古
人
壽

・體
鵞

調
、言

不
二

た
び
斐

手
の
處
霙

匙

必
す
多
少
の
糜
爛
有
ら
舞

輜

礬

古
慧

、難

、爨

、悲
壯
、凄
婉
、凶償
者

n
得
∵

か
な
詩
や
。

　

　

五

　
　
　
　
　
　
　

詩

律
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口
本

詩

話
叢

書

其

意
h
　
不
γ信
〆詩

者
、言
v之

不
v知
、信
v詩

者

不
v言

亦

知
、不
〆言

而

知

者
、自
昌得

其

妙

處
一勿
v誤
、雖
v然

詩

入

一
失
二其

入

手

處
ハ必

有
ご多

少

糜

爛
↓難

矣

哉

詩
。

　
　
　
詩

調

詩

主
島
日
韻
∵者
韻

不
v協
、終

不
v可
v爲
レ詩

也
、僅

是

言

之

五
、七

者
、
　
漢

人

言

語
、季

日

用
レ韻
、辨
翼

輕

重
嚇

是

故

其

詩

周

有
㎜巧

拙

不
V同
、徇

能

調

和
、可
二以

諷

咏
一焉
、　

爲
V詩

者
、必

擬
亜
ハ
人
"必

學
】冖其

代
嚇何

物

爲
昌

漢
魏

ハ何

物

爲
一六

朝

唐

宋
ハ何

物

爲
一李

杜

沈

宋
ハ何
.

物

僞
売

自
コ
　
一
明

了
、詳

辨
二其

調
「始

爲
レ造
」妙

境
嚇

　

享

保

以

下

爲
〆詩

者
、必

主
二唐

明
ハ享

和

以

來

爲
ジ

詩

者

皆

嫻
謀宋

元
ハ雖
v然

其

人

不
v知
著

癩

之

道

理
門

果

能

辨
開

元

天

簟

乎
、果
「能

別
3束

坡

山

谷
一乎
、吾

未
V信
翼

實

盃

　

不
V知
著

韻
h漫

擬
}其

辭
一者
、乍

散

六

　

詩
調

　
詩
は
音
韻
を
主
と
す
、音

韻

協

は
ざ
れ
ば
、終
に
詩
と
爲
す
べ
か

　
ら
ざ
る
な
り
、僅
に
是
れ
言
の
五
七
な
る
者

な

り
,　
漢
人
の
言

語
は
、李
日
韻
を
用
ひ
て
、其
の
輕
重
を
辨

す
、是
の
故
に
其
の
詩
・

固
よ
り
巧
拙
同
じ
か
ら
ざ
る
有
る
も
、爪伺
能

く
調

和

す
.以
て
諷

詠
す
べ
し
↓
詩
を
爲
る
者
は
、必
す
其
の
人
に
擬
し
》必
す
其
の
代

を
學
ぶ
.何
物
を
漢
魏
そ
爲
し
、何
物
を
六
朝
唐
宋
と

爲

も
満何
物

・
を
李
杜
沈
宋
と
爲
ん
、何
物
を
元
白
と
爲

す
と
、
一」,一
明
了
、詳
に

其
の
調
4
辨
じ
て
、
始
め
て
妙

境
に
造
る
と
爲
す
、享

保

以

下
、

詩
を
爲
み
者
億
、
必
す
庸
明
を

車

と
す
,
享
和
以
來
、詩
を

爲
る

「
者
は
、皆
宋
元
に
嫺
ふ
、然
り
と
雖
ど

も
、其
の
入
、脅
韻
の
道
理
を

　
知
ら
す
、果
し
て
能
く
開
元
・天
寳
を
辨
ぜ

ん

か
、果
し
て
能
く
東

坡
・山
谷
を
別
た
ん
か
、吾
未
だ
其
の
實
否
を
信
ぜ

す
、」
ご
膏
韻
を

知
ら
す
し
て
、漫

に
其
の
辭
を
擬
す
る
者

は
、乍
ち
散
、乍
ち
縮
、乍

ち
寛
塩乍
ち
急
、喉
瓏
の
間
、開
合
常
無

し
、固
よ
り
之
れ
を
諷
詠
す
」

'
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瓶
.

晒
、

㍗賠

乍

縮
、乍

寛

乍

急
、喉

瓏

之

問
、開

合

無

v常
、固

不
"可
〆

諷
二咏

之
一矣
、　

崎

港

漢

人

噛{璽
本

邦

所
v稱

名

家

大

家

之

詩

ハ皆

必

廢

不
v取

焉
、無

v他

其

人

不
v知

噌昔

韻
輔

故

也
、試
-使
二野

人

造
=俗

謠
ハ其

義

可
〆通
、而

不
v可
v上
二

之

三

絃
ハ無
v他

野

人

不
レ知
二調

律

一也
、本

邦

人

士

不
v

知

}音

韻
}妄

作
v詩

、亦

獪

庇

段

嚇　

凡

造
二俗

謠
"者
、先

屬
碑亜
ハ
語
「次

施
"}其

音

節

「必

仍

便̀

宜
一改
V語
、次

調

昌諸

三

絃
嚇亦

必

便

宜

改
レ語
、如
ソ此

三

調
董
ハ
曲
h始

成
二

齣

俗

謠
h由
v此

觀
v之
、本

邦

人

士

翫望
本

邦

之

曲
n街

且

難
、況

於
昌詩

賦

之

上
ハ
　
蜂

腰

鶴
悶膝
、雙

聲

疊

韻
、

休

文

三

尺

法
、古

今

作

者

犯

者

不
v少

也
、雖
v然

漢

人

自

有
調

音

之

法
ハ可
v現
尭
ハ
帶

齒

粘

喉

之

病
一也
、

本

邦

之

人

不
v可
v如
v此
、
　
凡

詩

、四

聲

參

差
、李

側

蜥
　
　
互
・交
、不
v可
二重

複

相

仍
ハ是

爲
鼡妙

用
n其

例

有

註

忌
門

詩
葎

べ
か
ら
す
、
崎
港
の
漢
人
、本
邦
稱
す
る
所
の
名
家
大
家
の
詩
を

讀
め
ば
。皆
必
す
廢
し
て
取
ら
す
、他

無
し
、其
の
人
・膏
韻
を
知
ら

ざ
る
が
故
な
り
,試
に
野
人
を
し
て
、俗

謠

を
造
ら
し
め
ば
、其
の

義
は
通
す
べ
き
も
、而

か

も

之
れ
を
三
絃

に
上
す
べ
か
ら
す
、他

無
し
、野
人
は
、調
律
を
知
ら
ざ
れ
ば
な

り
、本
邦
人
士
、音
韻
を
知

ら
す
し
て
、妄
に
詩
を
作
る
は
、亦
獪
此
の
段
の
ご

と

し
,

凡
そ

俗
謠
を
造
る
者
は
、先
づ
其
の
語
を
屬
し
、次

に
其

の
音
節
を
施

し
、必
す
便
宜
に
仍
り
て
語

を

改

め
、次
に
諸
れ
を
三
絃
に
調
す

る
に
も
.亦
必
す
便
宜
に
語
を
改
む
、此

の

如

く
三
た
び
其
の
曲

を
調
し
て
、始
め
て

一
齣
の
俗
謠

を

成

す
,此
れ
に
由
り
て
之
れ

を
觀
れ
ば
、
本
邦
人
士
に
し
て
本
邦
の
曲
を
造

る

も
、徇
且
ほ
難

し
,況
ん
や
,詩

賦
の
上
に
於
て
を
や
、蜂

腰
・鶴

膝

雙
聲
疊

韻
休

文
三
尺
法
、古
今
の
作
者
,犯
す
者
少
か
ら

す
、然
り
と
雖
ど
も
、漢

入
に
は
、
自
ら
調
昔
の
法
あ
り
.其
の
帶
齒
粘
喉
の
病
を
免
る
べ

し
、本
邦
の
人
、此
く
の
如
く
な
る
べ
か
ら

す
.凡
そ
詩
は
、四
聲
參

差
、李
側
互
交
し
、重
複
相
仍
る
べ
か
砂

す
、是
れ
を
妙
用
と
爲
す
、

其
の
例
、三
忌
あ
り
.首
は
韻
雜
を
忌
み
し次

は
音
連
を
忌
み
、三
は

字
澁
を
忌
む
、三
要
あ
り
、頭
は
雙
換
を
要

し
、腰
は
響
を
要
し
.勢

は
、相
承
を
要
す
、換
法
に
は
、雙
換
あ
り
,單
換
あ
り
、雙
換
を
可
そ

爲
す
、腰
と
は
、五
言
の
互
字
、七
言
の
五
字
、是
れ
な
り
、上
に
上
聲

七
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日

本

詩

話

叢

書

首

忌
昌韻

雜
茨

忌
昌音

連
h三
側↓忌
譜字

澁
ハ有
≒

.要
頭

要
一

雙

換
h腰

要

響
、勢

要
和

丞

換

法
、有
雙

換
h有
輩

換
ハ

雙

換

爲
レ可
、腰

者
、五

言

三

字
、七

言

五

字
、是

也
、上

有
"上

聲

相

連
¶下

必

罕

聲
.
相
㎜頬
、以

均
赴
ハ
勢
凶也
、上

聲

與
轟李

聲
一相

近
、以

問
"數

側

數

卒
ハ去

入

唖

一菅
相

、蓮
、是

期

期

艾

艾

之

丈
、可
v忌
、大

氏

漢

人

學

士

之

詩
、利
手

案

上
而

不
v利
手

場

上
h本

邦

學

士

之

詩
、

利
午

眼

中
ハ而

不
v利
手

舌

頭
ハ此

是

本

邦

學
一士

作
!

詩

之

法
、亦

不
v可
v已

之

方

便

門
、

　
　

詩

韻

五

言

古

風
、起

句

不
v用
抑

韻
ハ爲
齲常

例
茹

昌杜

甫

滝

關

莫

起

句

押
v韻
、此

法

尤

希

矣
、轉

韻

起

句
、押
レ韻
、

不
レ押
レ韻

倶

可
、古

人

作

例
、大

氏

相

孚
、如
ア李

自

古

風

月

微

韻
、塞

上

曲

蕭

職

韻
、以
γ詩

代
v書

答
L
兀
丹

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
八

相
連
な
ぢ
こ
し
」有
れ
ば
、下
必
す
夲
聲
相
連
り
て
以
て
其
の
勢
を

均
し
く
す
る
な
り
、上
聲
と
夲
聲
と
相

近

し
、以
て
數
側
數
夲
を

開
す
、去
入
唖
者
相
連
な
る
は
、是

れ

期

々
艾
々
の
文
に
し
ナ、、忌

む
べ
し
、大
抵
漢
人
學
士
の
詩
は
、案
上
に
利
に

し

て
、而
し
て
揚

上
に
利
な
ら
す
、本
邦
學
士
の
詩
は
眼
中
に
利
に
し

で
、而
し
て

舌
頭
に
利
な
ら
す
、此

は

是
れ
本
邦
學
士
、詩
を
作
る
の
法
、亦
巳

む
べ
か
ら
ざ

る
の
方
便
門
な
り
。　
　

・

　

詩
韻

五
言
古
風
、起
句
は
、押
韻
を
用
ひ
ざ
る

を
、常
例
と
爲
す
、杜
甫
の

癰
關
吏
の
如
き
、起
句
韻
を
押
す
、此

の
法
尤
も
希
な
り
、轉
韻
の

起
句
は
、韻

を
押

す

も
、韻
を
押
さ
ざ

る

も
、倶
に
可
な
り
、古
人

の
作
例
、大
抵
相
牟
す
、李
白

の

古

風

月

は
微
韻
、塞
上
曲
は
蕭

職
韻
、詩
を
以
て
書
に
代

へ
て
元
丹
丘

に

答

ふ
、廬
山
の
瀑
布
を

望
む
、月
》
.望
み
て
想
ふ
あ
り
、杜
甫
の
石

壕

吏
、王
維
の
鹽
m出
石



4

量

旛
山
瀑
輩

暑

レ讐

石
鬟

、王
維

鰻

糲
難

難

鰻

夜
庭
前
に
奇
樹

藍

田

石
門

精

舍
、韋

應

物

擬
右

行

重

行

行
癡

・庭

謙

鎌
騰

㌦

緬
鞴

鞭

購

ガ
言
句
法
↓三
字

三
ー

　

六
毒

例
五
旨、の
句
法
の
㌍
ビ三
字
句
の

　
　
　
　
　
　
　
詩

律
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=
本

詩

話
叢

書

句
、韻

蓮

押

者
、如
二駱

賓

王

帝

京

篇
、已

矣

哉

歸

去

來
噂即

是
、又

如
屯李

白

遠

別

離

起

句
h三

字

爲
v贅
、如
二

張

籍

各

東

西

起

句
、遊

人

別
、高

適

還

山

吟

起

句
嚇

不
v贅

且

押
〆韻
、其

法

正

相

反

矣
。

隻

句

・押
レ韻
、直

接
昌上

句
ハ者
、如
下杜

甫

短

歌

行
、且

脱
コ

劒

佩
圃休
二彿

徊
↓眼

中

之

人

吾

老

矣

二

句
=毎

句

蓮

押

者
、無
"嫌

隻̀

句
h如
」高

適

還

山

吟
、吟

深

心
」蓮

押
、

及

子

美

飮

中
臼八

仙

歌
曳

三

句

者
、上

下

二

句

押
〆

韻
、中

間

一
句

不
v押
v韻
、如
廊

士

元

塞

下

曲
、起

三

句
、兒

知

押
7韻
、即

是

雙

殺

單

殺

之

別
。
,

上

下

如
v常

押
v韻
、中

間

毎

句

押
v韻

者
、如
"孟

浩

然

夜

歸
鹿

門
一歌
抽起

四

句
、元

韻

四
、王

維

逾
二友

人

歸
7

山

歌
、上

九

句

毎

句

韻
、下

四

句

隔

句

韻
、岑

參

青

門

歌
、齊

韻

四

連

押
、李

自

遠

別

離
、紙

韻

三

連

押
、

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

一
〇

韻
連
押
の
者
は
、駱
賓
王
の
帝
京
篇
、已
矣
哉
,歸
去
來
の
如
き
拡
、

即
ち
是
れ
な
り
.叉
、李

白

の
遠
別
離
の
起
句
の
如
き
は
、三
字
贅

た
り
、張
籍
の
各
東
西
の
超
句
、游
人
別
、高

適

の
還
山
吟
の
起
句

の
如
き
は
、贅
せ
す
し
て
且
つ
韻
を

押

せ

り
、其
の
法
正
に
相
反

せ
り
。

隻
旬
に
し
て
韻
を
押
し
、直
に
上
句
に
撲
す

る
者

は
、杜
甫
の
短

歌
行
の
「且
く
劒
佩
を
脱
し
て
徘
禍
す
る
を

休

め

よ
、眼
中
の
人

吾
老
い
た
り
」の
二
句
の
如
し
、短
句
連
押
す

る
、者

は
,隻
句
を
嫌

ふ
無
し
、高
遖
の
還
山

吟
、吟
深
心

連

押

す
、及
び
,子
美
の
飮
中

八
仙
歌
の
如
し
、叉
、三

句
の
者
に
て
、上
下

二
句
は
韻
を
押
し
、中

間

μ
句
は
韻
を
押
さ
す
、郎
士
元
の
塞

下
曲
、起
三
句
、兒
知
韻

を

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

■

押
す
が
如
し
、印
ち
是
れ
雙
殺
單
殺
の
別
な
り
。

上
下
常

の
如
く
額
を
押
し
、中
開
毎
句
、韻
を
押
す

者

は
、孟
浩
然

の
夜
、鹿
門
に
歸
る
歌
の
如
き
、起
四
句
、元
韻
四
、王
維
の
友
人
が

山
に
歸

る
を
途
る
歌
、上
九
句
は

毎

句
韻
、下
四
句
は
隔
句
韻
、岑

參
の
膏
-門
-歌
、齊
韻
四
連
押
、李
白

の
遠
別
離
、紙
韻
三
連
押
、新
-

鶯
-百
-囀
歌
.庚
青
十

一
韻
、六
句

蓮

押
、廬

山
謠

は
、陽

八
韻
、七



4蝋

勸

螢
脚
百

囀

歌
、申炭
山青

十

一　
…韻
、↓ハ
句

=連

押
、庸
鵬
山

謠
、

陽

八

韻
、七

句

連

押
、遊

天

姥

吟
、末

刪

韵

四

三

連
、

杜

甫

哀

王

孫
、虞

韻

十

七
、中

間

二

處
、二

句

連

押
、

短

歌

行
、・灰

四
、末

二

蓮
、紙

四
、末

二

蓮
、韓

翊

別
主

侍

御

赴
王

都
一魚

虞

四

轉

韻

不
v押
、中

問

二

蓮
、王

建

當
v憲

織
、職

韻

四

蓮
、高

適

還

山

吟
、侵

三

蓮
、紙

四
、初

三

蓮
、次

先

四
、隔

句

韻
、弛

例

・知
v之
、略
手

此
び

轉

韻

句

數
、分

段

導
■均

者

爲
v佳
、雖
レ然

作

者

應
v時

隨
v宜
、變

化

不
二

様
h只

要
ド不
二太

長
一不
昌太

短
「無
汐失
`

前

後

斤

兩
ハ其

例

有
レ九
。

軍

均

者
、句

數

斤

兩

相

均

之

謂

也
、　

李
り臼

妾

薄

命
艫

二
黼

二
以
レ詩

代
レ書

答
」
兀
丹

丘
論
、麗
、銑
、輝
、篏
、

鞭
、欄

遒
韓

準
裴

政

孔

集

父

還
7山

羅

、跫

、蒲
・

旗
・
杜

甫

石
壕

吏
巓

妣
溝
叢
い嬾
鑢
…駅
臘
…畠い王
維

迭
・

　
　
　
　

詩
律

句
連
押
、遊
-天
-姥
-吟
は

末

刪
…韻

四
三
連
、杜
甫
の
哀
王
孫
は
、虞

韻
十
七
、中
間
二
處
、二
句
蓮

押
.短

歌

仔

は
、灰
四
一末
二
連
、紙
泗
、

末
二
連
、韓
翊
の
王
侍
御
が
土
都

に
'赴

く
に
別
ゐ
2魚
虞
四
轉
獺

押
せ
す
、中
聞
二
連
、王

建

の
窓
に
當
り
て
織

る
は
、職
韻
四
連
、高

適
の
還
山

吟
は
、鑾

蓮
紙

四
初
=
蓮
坂

先
四
隔
句
韻
、他
例

之
れ
を
知
れ
、此
に
略
す
、

轉
韻
句
數
,分
段
李
均
の
者
を
佳
と
爲

す
、然
紅
之
雖
ξ
も
、作
者

時
に
應
じ
宜
し
き
に
隨
ひ
、變
化

一
樣

な

ら

す
」鳳
だ
太
だ
長
か

ら
す
、太
だ
短
か
ら
す
、前
傍
斤
爾
を
失
ふ
こ
と
無
き
を

要

す
,其

の
例
九
有
り
。

軍
均
の
者
、何
數
斤
兩
相
均
し
き
の
謂
ひ

な

か
、

李
口
の
妾
薄

命
墾

璽

認
を
以
て
蒼

代
ヘ
一兀
丹
丘
に
答
ふ
璽

い鑾

い

覊

遡

爨

叢

孔
裹

の
山
に
還
る
鑿

る
鑿
肇

鋸

・

　唄
、杜
甫
の
纂

蟲

郊
攀

靆

}璽

い
羅

の
魏
郡
奚

守
の
恁

赴
毒

迭
る
嬢
緊

遡
畷

組
三
叫・認
嬉

る
鑾

い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

】
吋
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=

本

詩

話

叢

書

魏

郡

李

太

守

赴
・任
、装
・㌫
、噺
・購

一℃
微

贈

・姐

三

詠
漁

・

雙

黷

煢

王
昌
齡
長
歌
行
、騰
駟
ぎ

參

遞
三王
六

赴
江

寧
ハ
慰

一}鋸

煢
航

　一い
韋

應
.物
擬
庭

前

有
奇

樹
脇

煢

○

以

上

五

言
、　

孟

浩
然

夜

歸
鹿

門

歌
、

齲

、誨
・句
張

謂

湖

中

對

月

行
、型

飾

駅

崔

顯

七

夕

詞

、艨

…煢

代
二閨

人

答

二輕

薄

少

年

ハ被
、阻
、踊
丶嬢
、課
、

王

維

夷

門

行
、
設
、だ
、
譌
、
同
二崔

傳

一答
二賢

弟
論
、従
、簸
、

韻
、
老

將

行
、
禁

、就
、李

順

古

意
、蘿

、騨

古

行

軍

行
、獻

塞
い孅
隴
い
一遒
陳
一一韋
甫
鵬

一一黙
縮

鷹
、諏
、ミ
、
高

適

古

梁

行
、輯
・曜
、諏
・尨
、翫
・選
7画

少

府

貶

蒼̀

梧
競

}勲
攤
陀
い

翫
、
贈
昌別

晉

三

處

士
二
訊
、鱚
、諾
、
封

丘

縣

編

毘
い殿

…煢

岑

參
登
舌

郡

城
驫

躑
、墾

熊

函

谷

關

歌
.
鞴
痴
、遡
・

櫛

棋
膏

門

歌
、課
、躍
、闢
、缸
、鱇
、霧
、叢
、遞
菖費

子

曝
武

昌
↓

難

燕
難

叢
い顳

患

衞

節

度

赤

驃

馬

歌
.讖
・軆
、談
・糖
、講
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ね
こ

調
い蒙

・王
昌
齢
の
長
警

齲

岑
蔘
の
王
六
が
江
誉

赴

5
蓬

・り
墜

羹

璽

い
韋
應
物
の
庭
前
奇
礬

る
に
攀

爨

・
呈

藝
、.
蕪

然
の
麓

門
に
歸
る
の
歌

航
靉

三
、
張
謂
の
湖
宵

に
摯

る
行
璽

誕

い
崔
頴
宅

夕
詞

鑿

耐
人
に
代
り
て
靉

雀

に
答
ふ
駮
覊

叢

・
蘿

の

夷
門
行
漱
　攀

握
傳
と
同
じ
唇

弟
に
答
驫

{}亟

蒙

將
行
麩

就
・叢

の
古
意
諜

蝋
・古
行
暮

樊

縫

い
陳

韋
甫
霪

る
韆
蘿

壕

三
、
高
適
の
藁

行
誤

遡
輦

田
少
府
が
幕

に
貶
せ
ら
る
・
霪

る
濃

賺
臻

晉
三
肇

に
窺

轟

臻

・封
纛

鑒

璽

一葦

參
害

韈

に
登
る

灘

超

、函
谷
關
の
驫

範

羸

、
青
門
の
歌
整

い谿
二
、

臍
鐶

・費
子
が
武
昌
に
歸
る
を
馨

鑿

い鑾

い鑒

い衞
蔑

赤
驚

歌
、職
鬟

　鼈

臻

・
獵

漸
道
と
別
る
嬶
鵬
、譲

　…い肇

養

鼕

百

の
瀚
陵
行
雌

耨

三
、
杜
甫
の
短
歌

行
齲

い劉
蠡

の
客
舍
に
て
鄭
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梦
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濔
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滕
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踊
・ご
、畷
・潮
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參
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萬
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古
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兩
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參
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叢
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西
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蜻
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憲

甫
鷺

テ
乗

三
、旨

三
、.膀

　
　
　
　

二
、皓

彳

三
、支

　
　
　
　
　
　

ご
、

初

長

後

均

者
、

李

順

放

歌

行

答
`
從

弟

墨

卿

↓

謖
・虹
、誠
、谿
、覇
、
張

籍

征

婦

怨
、
諜
、髏
、襲
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岑
參
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懿
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濯
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參
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參
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參
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應
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參
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參
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蒭
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友
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蜑
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い攀

鼕
蒙

白
の
烏
夜
啼
璽

い麌
盧
照

隣
の
婁

憙

攀

聾

鏖

醸
}蕭

蕭

　{い攀

駱
賓

王
の
帝
京
篇
堪
磊

蟻

蠱

靉

・課
誰
鄭
讃
鷂

蕪

・

不
均
の
者

書

の
奩

製

同
離

、尤
王
維
の
鬻

石
門
精

舍
鸚

、陌
呈

蕚
、,
峯

の
飜

寥

歌
籠

、
李
畠

遠

別
驫

談

選
ご、籤

鏃

讓

樫
転
豐

、百
靉

韓

、詼

扶
風
豪
士
の
驫

肇

・巒

の
義

甫
訳

嬲
・
杜
甫
の
孔

集
父
蠡

梟

て
李
自
に
旱
す
鍵

一
七



…{{㎝…

携
4

甑
　

　

　
　

日

本

詩

話

叢

書

呈
季

臼
鮑

煕

以

上

九

例
、隨
v宜

應
v時
、以

構
昌工

夫
「倶

存
ご作

者

之

伎

倆
↓不
レ須
昌太

拘

拘
"焉
、全

篇

一
韻

者
、分

段

句

數
、

倶

要
v不
v失

斤̀

兩
扁亦

准
昌此

例
n

　
　

詩

對

凡

對

有
二十

二

種
「如
二左
…所
"載
。

第

一
的

名

對
、
昏

酩
、錵
、
鵡
嬲
、齦
、
如
西

園

束

圃

相

對
、罕

野

高

山

相

對
、千

金

雙

玉

相

對

等
ハ

箜

,薦

句
對
、勝
靼
以
第

一
句
對

三箜

二
句
爾

二

句

對
第

四

句
茹

註
口
年

共
尸照

松

溪

影
、松

折

碑

荒

僭

已

無
、今

目
、還

思

錦

城

事
、雪

淌

花

謝

夢

何

如
嚇

鄭

都

官
、

第

三

疊

孚

對
、如
下夏

暑

夏

不
v衰
、秋

陰

秋

未
v歸
、琴

命

清

摩
ハ酒

進
硅

酒
曳

學
v癩

眞

成
v懶
、知
v休

卻

得
v

一
八

以
上
九
例
、宜
し
き
に
隨
ひ
時
に
應
じ
、以

て

工
夫
を
構
ふ
、倶

に

作
者
の
伎
倆
に
存
す
、須
ら
く
太
だ
拘

々
た

る
べ
か
ら
す
、全
篇

一
韻
の
者
、分
段
句
數
、倶
に
斤
兩
を
失
は
ざ
ら
ん
を
要

す
、亦
此

の
例
に
准
す

　

詩
對

凡
そ
對
に
十
二
種
あ
り
。左
に
載
す
る
所
の
如
し
、

第
葯

名
業

蘿

髓

鑑

西
園
と
東
圃
と
相
對
桜
犇

と

高
山
と
相
對
し
.千
金
と
雙
玉
と
相
封
す
る
等
の
如
し
。

箜

隔

句
輩

嬲

對
箜

句
を
以
て
第
三
句
に
對
し
第

二
句

は
第
四
句
に
對
す
、「昔
年
共
に
照
す
松
溪

の

影
、松
は
折
れ
碑
は

荒
れ
て
僭
巳
に
無
し
。今
日
還
て
思
ふ
錦

城

の
事
、雪
は
淌
え
花

は
謝
し
て
夢
何
如
」の
如
」
蝋

第
三
疊
字
對
　
「夏
暑
夏
衰

へ
す
、秋
拠

秋
未
だ
歸
ら
す
、」「琴
は
清

琴
に
命
じ
、酒
は
佳
酒
を
進
む
、」叉
、「懶

を
學

ん

で
眞
に
懶
と
成



4

　…
休
、
鸚
、萬

名

日
昌雙

擬

對
↓看
μ山

山

已

峻
、望
v冰

水

仍

清
、叉

絶

壁

入
v天

天

入
v水
、亂

篇

鳴
レ石

石
囲鳴
〆船
、
離

里

名

日
中聯

綿
…
對
加倶

疊

字

對

格

也
。

第

四

互

成

對
、如
下天

地

罫

肩

旦

麟

鳳

對
串金

銀
納若

天

地

相

對
、日

月

相

對
、帥

爲

的̀

名

對
↓叉

如
M}天

山

相
對
、花
鳥

相

對
唱名

日
異

類
對
嚇亦
互

成

對

之

類

也
,」

節

五

賦

體

對
、如

皎̀

皎

朦

朦

相

尚
粕名

日
重

字

對
h

徘

徊

悵

恨

相

對
、名

日
疊

韻

對
嚇崎

嶇

嶢

峭

相

對
、

名

日
蕪

聲

對
↓倶

皆

賦

體

對

也
、句

頭

句

腹

句

尾
、

各

擇

用
。

第

六

折

句

對
、如
卞鳳

皇

樂

奏
}鈞

天

曲
嚇烏

鵲

橋

藝

織

女

河
嚇靜

愛
v竹

時

來
'野

寺
↓獨

尋
v春

偶
塾

屮溪

橋
ρ

第

七

流

水

對
、如
'麻

日
鶯

鴫

脩

竹

裏
、仙

家

犬

吠

蟐
　

自

雲

單

、詩

律

り
、休
を
知

つ
て
郤
つ
て
休
を
得
た
り
鸚
属
名
づ
け
て
雙
擬
對
と

も
日
ふ
、「山
を
看
て
山
已
に
峻
、永
を
望
ん
で
水
仍

ほ
清

し
、」メ
、

「繩
壁
天
に
入
っ
て
天
水
に
入
る
、亂
籥
石
に
鳴
つ
て
石
船
に
鳴
る
』

鵬
萬
名
づ
け
で、
聯
綿
對
と
日
ふ
が
如
漬

に
疊
字
鋤
の
格
な
り
。

第
四
互
成
封
　
天
地
の
日
月
に
對
し
,麟
鳳

の
金
銀
に
封
す
る
が

如
し
.天
地
相
對
し
、日
月
相
對
す
る
が
若
き

は
,即
ち
的

名

對
と

爲
す
、叉
、天
山
相
對
し
、花

鳥
相
對
す
る
か
如
き
は
、名
づ
け
て
異

類
對
と
日
ふ
、亦
互
成
對
の
類
な
4ー
。

第
五
.賦
體
對

皎
皎
と
矇
朦
と
相
對
オ
る
が
如
き
は
、名
づ
"
て

重
字
對
と
日
ふ
、徘

徊

と
悵
恨
と
相
對
す
る
を
、名
づ
け
て
疊
韻

對
と
日
ふ
、崎
嶇
と
嶢
峭
と
相
巽

す

る

を
、名
づ
け
て
雙
聲
謝
と

日
ふ
、倶
に
皆
賦
體
對
な
り
、40
頭
.句
腹
、句
尾
、各
,
擇
用
す
。

第
六
折
46
對
　
「鳳
皇
樂
は
鈞
天
曲
を
奏
し
、烏

鵲

橋

は
織
女
河

に
逋
す
」「靜
に
竹
を
愛
し
て
時
に
野
寺
に
來
り
、獨

り

春
を
尋
ね

て
偶
写
溪
橋
を
過
ぐ
」の
如
し
。

第
七
流
水
對
　
[春
日
鶯
は
鳴
く
脩

竹

の

裏
、仙
塚
犬
は
吠
ゆ
白

雲
の
闥

の
如
し
。

一
九
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卿壬

　
　
　
　

ロ

本

詩

話

叢

書

第

八

意

對
、如

歳

暮

涼

風

相

對
、寢

興

臼

露

爲
フ對
、

事

意

相

因
、文

理

無
γ爽
、故

爲
v對
。

第

九

錯

綜

對
、如
尉

稻

啄

餘

鸚

鵡

粒
、碧

梧

棲

老

鳳

皇

枝
斃

　
　
　
　

木

第

十

借

對
、如
二曉

路

秋

霜
、路

露

同
、初

蝉

密

蔦
、蔦

鳥

同
一名

爲

假̀

昔

對
「馬

頗

河

熊

耳

山
闘爲
v對
、漆

沮

四

塞
、漆

四

數

名
、曾

參

陳

軫
、軫

參

星

名

爲
v對
、是

不
苹

常
h故

名
、爲
奇

對
「馮

翊

龍

首

爲
v對
、泉

流

赤

峰
、泉

字

有
レ自
、與
ン赤

對
、英

彦

桂

酒

爲
γ對
、義

別

字

形

牛

對
、名

爲

側̀

對
「
餅

麭

字

厨

人

具
鷄

黍
嚇舞

子

摘
殤

梅
継

浩

水

舂

雲

母

碓
、風

掃

石

楠

花
、
醇

竹

葉

於
V人

翫

無
V
分
、菊

花

從
V此

不
V須
V開

尠

名

爲
徹

對
h共

皆

借

對

之

類

也
。

第

十

一
交

絡

對
、如
卞裾

抱

六

幅

瀟

湘

水
、鬢

聳

巫

二
〇

第
八
意
對
　
歳
暮
と
涼
風
と
相
對
し
,寢
興
と
白
露
と
樹
を
爲
す

が
如
し
、熏
意
粗
閃
っ
、文
理
爽
ふ
無
し
、故

に
封
を
爲
す
。

第
九
錯
綜
對
　
「紅
稻
晦
み
餘
す
鸚
鵡
の
粒
、碧
梧
棲
み
老
ふ
鳳
皇

の
枝
あ

如
し
姥

　
　
　
　
　
率

第
十
借
對

曉
路
と
秋
霜
と
、路
は
露
に

同

じ
、初
蝉
と
密
蔦
と
、

蔦
は
鳥
に
同
じ
き
が
如
し
、名
づ

け

て
假
音
對
と
爲
す
.馬
頬
河

と
熊
耳
山
と
對
ケ
爲
し
、漆
=沮
一と
四
塞
と
、漆
四
は
數
名
、曾
參
と

陳
軫
と
、軫
參
は
星
の
名
に
し
て
封
を

爲

す
、是
れ
夲
常
な
ら
す
、

故
に
名
づ
け
て
奇
封
と
爲
す
、馮
翊
と
龍
首
と
對

を
爲

し
、泉
流

キ
赤
峰
と
渉泉
の
字
に
白
有
り
て
赤

と

封

す
、英
彦
と
桂
酒
と
對

》
爲
し
、義
は
別
な
れ
ど
も
、字
形
孚
ば

對

す
、名
づ
け
て
側
對
と

爲
亥

鴛

鶻

厨
人
鷄
秀

其
へ
壅

瘍
梅
々
蓼

覊
浩
汞

は
春
く
雲
母
碓
風
は
鼕

磊

轟

「筵

人
に
於
て
既

に
分

無

く

.菊
花

此

れ
從

り

開

く

を

須

ひ
す

勉

名

づ

弦

・
假

對

と

爲

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

す

、共

に

皆

借

對

の
類

な

り
。
　

　

　

　

.

第
干

=
父
絡
對
　
「補
は
施
く
六
幅
浦

湘

の

水
、髦
は
聾
ゆ
巫
山



{狙

一　～　
山

一
段

雲

灘
、
群

野

老

就
v耕

去
、荷
v鋤

隨
鵡牧

童
噛
癪

然
、
欲

"作
=

暗

多

少

日
、早

知

羝

費
數

朝

塞
驫

、萬
」

第

+

二
當

句

對
、錨

慨

如
下小
院

廻
廊

春

寂

寂
、

溶

鳬

飛

鷺
…晩

悠

悠
融
、
孤

雲

獨

鳥

川

光

暮
、萬

里

千

山

海

氣

秋
躰
、
嘉

前

輩

於
v文
、亦

有
此

體
如

卞龍

　
　
　
　
　
　

P刀f

光

射
斗

牛

之

墟
h徐

孺

下
甲陳

蕃

之

榻
融

右

十

二

種

對
、古

人

所
二常

用
一也
、如
他

鄰

近

體
・偏

對

疑

獺

聲
雙

虚

實

對

疉

韻
側

對
・雙

聲

側
對
・切

側

對
・背

體

對
・舎

境

對
ボ字

對
・同

數
.・卒

對
・同

丈

對
・等
門

皆

略
v之
、對

有

二四

病
茹

角「前

句

雙

聲
、後

句

直

語
、或

空

談
ハ名

日
跛

對
↓前

句

有

形
、後
、句

無

色
、前

句

物

色
、後

句

人

名
、名

日
…眇

對

h言

換

而

意

不
v換
、名

日
二

合

掌

對
ハ花

柳

相

對
、龍

鳳

爲
V對
、名

日
コ板

腐

對
韮
ハ

皆

可
v忌
、雙

聲

脚

雙

聲

對
、疊

韻

帥

疉

韻

對
、爲
v佳
。

詩

律

褒

の
雲
」穣

墅

耕
に
就
い
て
去

軌
鋤
を
亜何
ふ
て
牧
童
に

隨
ふ
」糯

=

睛

を
作

さ
ん
と
欲
す
多
少
の
旦
早
く
知
耘

.↑

數
朝
の
寒
を
費
す
を
鸚
嚆

の
如
し
.

第
+
二
籍

對
聾

賠

「小
院
廻
廊
嚢

々
浴

鳧
震

晩
に

悠
々
」尠
「孤
雲
鵞

川
光
の
蔓

量

千
山
海
氣
の
秋
」蘚
嘉
の
如

し
、前
輩
の
文
に
於
け
る
も
.亦
此
の
體
あ

り
、「龍
光
は
斗
牛
の
墟

を
射
、徐
孺
は
陳
蕃
の
榻
を
下
す
粧

の
如
し
.

李

二
種
難
古
人
の
常
用
す
る
所
な
の
癌
鄰
近
對
偏
對
數

蹙

雙
讐

對
疊
韻
纓

雙
聲
側
封
切
側
雙

臥體
對
含
境

對
・字
封
・同
對
・李
對
・囘
文
體
・等
の
如
き
、皆
之
れ
を
略

す
、對
に

四
病
あ
り
、前
句
雙
聲
、後
句
直
語
、或
は
本
談

の
如

き
、名
づ
け
て

跛
對
と

日
ふ
、前
句

有
形
、後
句
無
色
、前

句

物
色
、後
句
人
名
、名

づ
け
て
眇
封
乏
日
ふ
、言
換
り
而
し
て
意
換
ら

ざ

る

を
.名
づ
け

て
合
掌
對
と
日
ふ
、花
柳
相
對
し
、龍
鳳
對
を
爲

す

を
、名
づ
け
で

板
腐
對
と
日
ふ
、共
に
皆
忌
む
べ
し
、雙

聲

は
印
ち
雙
聲
封
、疊
韻

は
印
ち
疊
韻
封
を
佳
と
爲
す
。

一
=
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日
本

詩

話
叢

書

　
　
　
詩

病

凡

詩

病

有
三

十

四

種
嚇其

例

如
v左
.

第
　
一
水

溜
げ
病
、畑硝
轟五

曽
口　
一　
山ハ
相

犯

者
h犯

者
、同

四

聲

相

犯

也
、無
v拘
。

第

二

水

滅

病
、謂
認五

言

二

七

相

犯

者
h無
レ拘
、避

爲
v

美
.

第

三

木

枯

病
、謂

五̀

言

三

八

相

犯

者
ハ無
v拘
。

第

四

金

缺

病
、謂
齲五

言

四

九

相

犯

者
嚇無
v拘
。

第

五

土

崩

病
二

肆

謂

五

言

五

+

相

犯

煮

避

霽

可
。

第

山ハ
蜂

腰

病

.謂
昌五

曇
口　
一　
句

中

二

五

相

犯

=者
h鉦
嚇v

拘
。

第

七

鶴

膝

病
、謂

盂

言

詩
、五

字

十

五

4,丁
相

犯

者
ハ

無
レ拘

.

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
ニ

　

詩
病

凡
そ
詩
病
に
二
十
四
種
あ
り
、其
の
例
左

の
如
し
。

第

一
水
渾
病
　
五
言
、
一
六
相
犯
す
者
を

謂

ふ
、犯
す
と
は
、掏
四

聲
、相
犯
す
な
り
,拘
る
こ
と
無
か
れ
。

第
二
水
滅
病
　
五
言
、二
七
相
犯
す
者

7
謂

ふ
、拘
る
こ
と
無
れ
、

避
く
る
を
美
と
爲
す
。

第
三
木
枯
病
　
五
言
、三
八
相
犯
す
者

を
.謂

ふ
、拘
る
こ
と
無
か

れ
。

第
四
金
缺
病

五
言
、四
九
相
犯
す
者

を

謂

ふ
、拘
る
こ
と
無
か

れ
、

第
五
土
崩
病

簾

磽

五
買
五
+
相
犯
す
者
を
謂
蠡

く
る

を

可

と
爲

す

。

箜

ハ
蜂
腰
病

,
五
言

石

中
・二
箱

犯
す
嘉

謂

ふ
揃

る
こ

と
無
か
れ
。

第
七
鶴
膝
病
　
五
言
の
詩
、五
字
十
五
字
相
犯
す
者

を
謂

ふ
、拘

る
こ
と
無
か
れ
。
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笑

蠢

廉

囎

黙

同
聲
の
者
を
謂
ふ
、新
の
諺

押

笑

大
韻
蘊

期
謂
向
韻
同
聲
者
郵

鷄

字

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
て
韻
と
爲
し
重

に
人
津

鄰
・身
,・陣
、等
の
字
を
安
く
。ヘ
カ
ら

舘

渠

纂

人

津

鄰

身

陳

簟

也
、無

拘
、避

ざ
る
が
如
阪
拘
る
こ
と
艇
浦か
被
避
く
る
。ぞ
佳
と
爲
す
.

繕
繋

擁

辮

鰍

ズ

一尤
麟

戮

.華

者を謂ー

　
　
　
　
　
　
　

詩

律
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H

本

詩

話

叢

書

忌

、

第
+
五
齟
齬
病
バ

説
・
謂

五

言

一
句

中
、三

字

同

聲

相

連

者
↓不
二必

拘
↓且

要
卞

句

相

承
、以

均
嵩其

勢
刈

第

十

六

叢

聚

病
、艶

恕

謂
風

・雲

烟

霞
、氣

象

相

叢

者
h可
v避
、地

名

相

叢

者
、名

爲
諏輿

地

志

病
ハ如
二李

自

娥

眉

山

月
寔

妙

手
、不
v可
引

γ此
,審

口
、人

名

多

者
、

名

爲
點

鬼

簿

病
鷓

黝
藪

目

多

者
、日
算

博

士
鰲

駈
、
故

金

玉

珠

壁

多

用

者
、貝

至

寶

丹
激

駐
・
珪

服

色

多

用
、日
紬

緞

簿
慕

形

多
、日
昌骨

董

簿
ハ倶

是

叢

聚

病

之

類
。

第

十

七

忌

諱

病
、如
画

崩

海

竭
、逆

流

亂

聲

等
判應

制

應

敏

之

作
、宜
v愼
昌此

病
嚇孟

襄

陽

不

才

明

主

棄

句
、蜈

卻

絡

身
ハ佳

城

字
、帥

疑
滕

公
嚇及

侵
v天

干
v天

等
、名

日
昌形

迹

病
嚇宜
v加
昌斟

酌
h意

旨

傍

觸

者
、名

日
昌

忌

む

な
り
。

二
四

第
+
燕

齬
病
竊

・

五
互

-・
中
に
、三
字
同
聲
相
連
な
る
者

を
謂

ふ
。必
す
し
も
拘
ら
ざ
れ
、且
つ
下
句
相

承

け

坦
て
其
の
勢

を
均
し
く
す
る
を
要
す
。

筆

六
蓁

病
爺

臻

風
雲
烟
霞
氣
象
相
叢
る
秀

謂

ふ
、避

く

べ
し
、地
名
相
叢
る
者
を
声名

づ

け
て
輿
地
志
病
と
爲

す
、李
白
の
娥
眉
山
月
の
如
き
は
、是

れ

妙
手
な
り
.此
れ
を
引
き

て
口
を
塞
ぐ
べ
か
ら
す
、人
名
多
き
者
を
、名

づ

け

て
點
鬼
籖
病

と
爲
驫

魍

轡

多
薯

を
篠

士
と
日
鵡

鰹

・
金
臻

璧
多
角

ふ
る
者
を
至
寳
丹
と
呈

誘

舞

服
色
冬

用
ふ
る
を
、紬
緞
簿
と
日
ふ
、器
形
多
き

を
、骨
董
簿
と
日
ふ
、倶
に

是
れ
叢
聚
病
の
類
。

第
十
七
忌
諱
病
　
山
崩
る
、海
竭
く
、迸
流
・亂
聲
、等
の
如
膏
・は
、應

制
・應
教
の
作
に
は
、宜
し
く
此
の
病
を
愼

む
べ

し
、孟
襄
陽
の
「不

才
明
主
棄

つ
」の
句
は
、終
身
を
惧
卻

し
、佳
城
の
字
は
、如
ら
滕
公

を
疑
ふ
、及
び
「天
を
侵
す
,」「天
を
干
す
、」等
は
、名
づ
け
て
形
迹
病

と
日
ふ
、宜
し
く
餅
酌
を
加
ふ
べ
し
.意
旨
傍
觸
の

者

を
、名
づ
け
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謙
軅
灘
鱗
騰
繋
輩
麟
灘繼
灘総
難
轗

　

野

蠡

腰
轟

謂
髪

三
字
攝
上

隷

犠

病
議

と
毎
句
第
三
宅
上
下
の
兩
字
萌ぞ襭

撫
難
驚
鬆
簾

　

∵
響

纖

簾

勤師饑
簾

雛
黛

無

　
　
　
　
　
　
　

詩

律
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日

本

詩

話

叢

書

相

重

病
跋

鎚

晴

雲

積

霧

竝

用
、日
釉

及

病
h
二
句

　
一
意
、無
・所
・差

別
一者
、如
謡兩

戍

倶

臨
〆水
、雙

城

共

爽
7

河
、篏

日
謡駢

栂

病
h倶

是

相

濫
。

第

二

十

二

落

節

病
、如
力

詩
、論
v華

出
レ鳥
、春

詩
插

v

菊

述
稚

。

第

二

十

三

雜

亂

病

、謂
二首

尾

錯

亂
、不

v能
レ成
v編

者
ハ

少

年

士

作

龜

句

轉

結
h難

レ成

起

丞

或

律

詩

先

造
}

句

h不
・崟
・起

結

}等

、皆

有
一庇

病
h宜
v戒
v之
。

第

二

+

四

文

贅

病
が

鰺

謂

二

学

加
v贅
、衆

巧

皆

去
、片

語

落
・嫌

、人

競

致
v譏

者
h作

者

輕

忽̀

彫

琢
h輙

述
・拙

作
h皆

有

昌此

病
h勿
v忽
7諸
、今

世

作

者

、不
レ諳
齲詩

律

(漫

然

任
F
口

綴

述
、夫
酉嘗

知

冖㎜四

聾

爲
昌何

物

也
、故

予

掲
昌古

人

所
v論

、病

目
嚇以

示
"天

概
一者

如
γ此
。

　
　

詩

.法

　

ご
六

重
病
と
日
姦

羈

鑒

薐

蠶

び
用
ふ
る
霜

及
病
と
日

・勘
、
二
句

一
意
、差

別

す

る
所

無

き

者

、
「兩
戍

倶

に

水

に
臨

み
、雙

城

共
に
河
莢

む
」髄

が
智

を
、髴

病
自

ふ
、倶
に
是
れ
相
濫
・

第
二
+
二
落
節
病

月
の
詩
に
、華
を
論
じ
鳥

を

出

だ
し
.春
の

詩
に
、菊
を
插
み
梅
を
逑
ぶ
る
が
如
し
。

第
二
+
三
雜
亂
病

首
尾
錯
亂
編

を
成
す

能

は
ざ

る
者
を
謂

ふ
、少
年
士
、絶
40
の
轉
結
を
作
る
に
、起
承
を
成

し
難
し
、或
は
律

詩
に
、先
づ
聯
句
を
造
り
、起
結
を
全
う
せ
ざ

る
等
、皆
此
の
病
有

り
、宜
し
く
之
れ
を
戒
む
べ
し
.、

第
二
+
嬰

贅
病
兼

鷲

牽

肇

袈

れ
ば
衆

巧
皆
去
り
、

片
語
嫌
に
落
つ
れ
ば
、人
競
ふ
て
譏
を
致
す
者
を

謂

ふ
、作
者
、彫

琢
を
輕

忽
に
し
て
、輙
ち
拙
作
を
述
ぶ
、皆
此
の
病
あ
り
、諸
れ

を

忽
に
す
る
こ
と
勿
れ
.今
世
の
作
者
、詩
律

を

諳
ん
ぜ
す
、漫
撚
冂

に
任
せ
て
綴
述
し
、未
だ
嘗
て
四
聲

の

何

物
た
る
を
知
ら
ざ

る

な
り
、故
に
予
古
人
の
論
す
る
所
の
病
目
を
掲
け
、以
て

大

概

を

示
す
こ
と
此
く
の
如
し
,

詩
法
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五

七

古

風
、先

分

爲

幾̀

段
嚇段

段

過

去
、節

節

次

序
、

使

事

情

委

曲

細

説
門不
v許

支̀

離

雜

亂
一也
毎

節

起

句

顧
γ上
、末

句

引
v下

要
v爲
並過

脈
肉句

數

多

少
.率

均
二

斤

兩
蘿

レ然

句

勢

要
逋

暢

不
7滯
、何

必

闕
v勢

均

句

乎
、古

人

之

詩

皆

然
.夫

詩

者
、韻

文

也
、其

法

獪
昌文

章

之

法
嚇所
v謂

冒

頭
・起

首
・囘

環
・應

照
・頓

挫

・波

瀾
・

結

尾
、種

種

之

法
、自

具
並其

中
一矣

、故

日
、非
下知
昌丈

章
一

者
h不
v能
昌古

風
門人

多

謂
、詩

文

二

涙

不
和

關
ハ大

謬

矣
、蓋

詩

文

詞

殊
、豊

別
其

賑

理

乎
、詩

語
、婉

而

易
V

盡
、文

語

直

而

無
v盡
、是

故

詩

之

至

長

者
、與
昌交

之

至

短

者
、正

相

當
、可
以

觀
}巳
、詩

中

多

有
冖閑

語
葡
「

是

波

瀾
、有
確

語
↓占
地

歩
一處
、有
労再

提
昌前

語
崗者
納深

歎

處
、今

引

舌

人

詩

一示
〆法
、

妾

薄

命
詩

律

李

自

五
七
古
風
.先
づ
分
ち
て
幾
段
と
爲
し
、段

々
過
ぎ

去

り
、節
々
次

序
し
、事
情
を
し
て
、委
曲
細
設
せ
し

め
、支
離
雜
亂
を
許
さ
ざ

る

な
り
、毎
節
起
句
上
を

顧

み
、末
句
下
を
引
き
.過
脈
を
爲
す
を
要

す
、句
數
の
多
少
、率
ね
斤
兩
を

均

し

く

す
、然
り
と
雖
ど
も
、句

勢
、邁
暢
滯
ら
ざ

る
を

要

す
、何
ぞ
必
ず
し
も
勢
を
闕
ぎ
て
句
を

均
し
く
せ
ん
や
、古
人
の
詩
皆
然
.り
、夫

れ

詩

は
、韻

文
な
り
、其

の
法
.獪

文
章
の
法

の

ご

と
し
、謂
は
ゆ
る
冒
頭
・起
首
・囘
環
・應

照

頓
挫
・波
瀾
・結
尾
、種
々
の
法
、自
ら
其
の
中

に

具

は
る
,故
に

曰
く
、文
章
を
知
る
者
に
非
ざ
れ
ば
、古
風
な

る
能

は
す
、人
多
く

謂
ふ
、詩
文
二
派
、相
關
せ
す
と
、大
に
謬
れ

り
.蓋
し
詩
文
詞
殊
な

る
も
、豈
に
其
の
賑
理
を
別
に
せ
ん
や
、詩

語

は
,婉
に
し
て
盡
き

易
く
、文
語
は
、直
に
し
て
盡
く
る

無
し
、是
の
故
に
、詩
の
至
長
な

る
者
と
、文
の
至
短
な
る
者
と
、正
に
相

當

る
一以
て
觀
る
べ
き
の

み
、詩
中
に
多
く
閑
語
あ
り
、帥
ち
是

れ
波
瀾
・確
語
あ
り
,地
歩
を

占
む
る
の
處
、再
び
前
語
を
提
す
る
者

あ
り
、深
歎
の
處
、今
、古
人

の
詩
を
引
き
て
法
を
示
す
。

妾
薄
命

ご
北

李
白
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　～へ　　一丶

日

木

詩

話

叢

書

漢

帝

寵

阿̀

嬌
「貯
昌之

黄

金

屋
h咳

唾

落
二九

天
嚇隨
v風

生
昌珠

玉
輔

　
四

句

二

韻
、帝

天

相

應
、黄

金

珠

玉

相

應
、咳

唾

生
〆玉
・

　
何

等

風

況
、三

千

宮

女
、悉

在
二口

中
一囓

殺

靈
、庇

處

揚

顰
寵

極

愛

還

歇
、妬

深

情

卻

疎
、長

門

一
歩

地
、不
昌肯

暫

廻

車
。

　

四

句

ご

韻
、
寵

宇

顧
v
上

再

出
、
歇

字

引
二
下

三

句

コ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

歩

　

地
、照

二九

天
(
黄

金

屋
、
長

門

宮
、
及

車
、
三

箇

蓮

來
、
出

處

礎
v鑿

諾

、羅

二鶸

、瀞

雨

落

不
v上
v天
、水

覆

難
昌再

收
h君

情

與

妾̀

意

ハ各

自

東

西

流
。

　
四

句

こ

韻
、雨

映
v
天
、水

顧
v地
、君

妾
、暗

含
二天

地
ハ昔

日

　
在

二天

上
ハ今

日

在
二地

上
ハ反

覆

顛

倒

之

歌
、獪
二水

東

西

　
分

流

去
一也
、

　
此

處

感

慨
。

昔

日

芙

蓉

花
、今

成
畠斷

腸

草
「以
v色

事
二他

人
「能

得
昌

幾

時

郵

'

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
八

漢
帝
阿
嬌
を
寵
し
、之
れ
を
黄
金
の
屋

に

貯

ふ
、咳
唾
九
天
よ
り

落
つ
、風
に
隨
つ
て
珠
玉
を
生
す
。

　

四
句
二
韻
、帝
天
相
應
す
、責
金
珠
玉
相
應
す
、咳
唾
玉
を
生
す
、

　

何
等
の
風
況
ぞ
,三
千
の
宮
女
.悉
く
口
中
に
在

り

て
、囓
み
殺

　

し
蓋
す
、此
の
處
揚
、
一
歩
を
開
く
。

寵
趣
つ
て
愛
還
た
歇
み
、妬
深
う
し
て
情

卻

つ

て
疎
な
り
.長
門

一
歩
の
地
,肯
て
暫
く
も
車
を
廻
さ
す
。

　

四
句
こ
韻
、寵
の
字
、上
を
顧
み
て
再
出

す
、歇
の
字
、下
三
句
を

　
引
く
、
一
歩
地
は
九
天
を
照
す
、黄
金
屋
・長
門
宮
・及
び
車
・三
箇

　
連
ね
來
る
、出
處
進
退
の
地
見
る

べ
し
、此
の
處
抑
、車
を
廻
ら

　
さ
す
の
三
字
收
了
、T
の
感
歎
を
引
く
。

雨
落
ち
て
天
に
上
ら
す
、水
覆
つ
て
再
び
收

め

難

し
、君
か
情
と

妾
が
意
と
.各
≧
自
ら
東
西
に
流
る
。

　
四
句
二
韻
雨

は
天
に
映
じ
、水
は
地
を
顧

る
.君
妾
は
暗
に
天

　
地
を
含
む
、昔
日
天
上
に
在
り
、今
日
地
上
に

在

り
、反
覆
顛
倒

　
の
駄
は
、獪
水
の
東
西
に
分
流
し
去
る
が

ご

と
き
な
り
、此
の

處
感
慨
。

昔
日
の
芙
蓉
花
、今
斷
腸
草
と
成
る
、色

を

以
て
他
人
に
事

ふ
、能

く
幾
時
の
好
を
得
ん
。
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四

句

ご

韻
、花

草

色

相

呼
、顧

二上

阿

嬌

哨
愛
v
之

如
v
花
、疎
v

之

如
v
草
、
他

人

字

尤

切

、昔

日

今

日

幾

時

相

呼
、
好

字

總

照
二上

寵

愛

等

鴨牧

了

、此

處

歎

息
、
0

此

篇

ご

段
、
四

節
、毎

節

四

句

二

韻
、字

字

相

呼
、
句

句

相

顧

、節

節

相

映
、
段

段

相

應
、
不
v
可
v
缺
=

句

(
不
v
可
v

去
二
一

節

ハ法

則

尤

易
二
看

知
{宜
v
攷
。

・

藍

田

石

門

精

舍

　

へ

王

維

落

日

山

水

好
、漾
v舟

信
二歸

風
↓玩
γ奇

不
レ覺
v遠
、因

以

縁
v源

窮
。

四

句

一
篩
、舟

中

　
興

情
、好

奇

相

呼
、

遙

愛

雲

木

秀
、初

疑

路

不
v同
、安

知

清

流

轉

、偶

輿
`

前

屮

逋
。

四

句

一

節
、
舟

中

初

見

二
石

門
(
愛

字

顧
v
上
、
前

山

ご

字

結
v
上
、
爲
二
下

過

脈
(以

上

二

節

爲
二
前

段
↓
凡

八

句
。

捨

レ舟

理

昌
輕

策

h果

然

篋

レ所

レ適

、老

僭
…
四

五

人

、逍

遙

蔭

菘

頻

　
舟

字

再

出

映
V上

、果

然

應
二上

疑

字

↓到
V
燕

與
二
老

僭

一爲
二

　
遒

蓬

游

之

樂
(只

覺

捨
V
舟

不
V早

己
、
松

栢

太

妙
、
刧

云
二

詩

律

四
句
二
韻
花
・草
・色
.相
呼
び
.上
の
阿
嬌

を
顧
…る
、之
れ
を
愛
す

る
花
の
如
く
、之
れ
を
疎
ん
す
る
草

の

如

し
、他
人
の
字
尤
も
.

切
な
り
、昔
日
・今
日
・幾
時
、相
呼
ぶ
、好

の
字
、總

て
上
の
寵
愛

等
を
照
し
て
收
了
す
.此
の
處
歎
息
、○
此
の
篇

二
段
、四

節
、毎

節
四
句
二
韻
、字
に
相
呼
び
、句
々
相
顧

み
、節
々
相
映
じ
、段
々

相
應
す
、
一
句
を
欠
ぐ
べ
か
ら
す
、
一
節

を
去
る
べ
か

ら

ず
、法

則
尤
も
看
知
し
易
し
.宜
し
く
攷
ふ
べ
し
。

　
藍
田
の
石
門
精
舎
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
.
王
維

落
日
山
水
好
し
、舟
を
漾
し
て
歸
風
に
信

す
、奇

を

玩

び
て
遠
き

を
覺
え
す
、因
は
源
の
に
縁
り
縁
て
窮
む
。

四

40

一
節

、舟

中

の
興

情
、好

奇

相
呼

ぶ

。

遙
に
愛
す
雲
木
の
秀
,初

て

疑

ふ
路
同
じ
か
ら
ざ
る
か
と
.安
ぞ

知
ら
ん
清
流
の
轉
す
る
を
,偶
≧
前
山
と
通
す
。

　
四
句

一
節
、舟
中
初
て
石
門
を

見

る
、愛

の
字
上
を
顧
る
、前
山

　
の
二
字
、上
を
結
び
、下
の
過
版
を
爲

す
.以
上
二
節
を
前
段
と

　
爲
す
、凡
て
八
句
。

舟
を
捨
て
ゝ
輕
策
を
理
す
、果
然
適
く
所
に

櫃

ふ
、老
僭
四
五
人
、

逍
遙
松
栢
に
蔭
す
。

　
舟
の
字
再
出
上
に
映
す
、果
然
は
上
の
疑
の
字

に

應

す
、此
に

　
到
り
て
、老
僣
と
逧
遙
遊
の
樂
み

を
爲

す
、只
だ
覺
ゆ
舟
を
捨

ご
九
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=

本

詩

話

叢

書

雲

永

ハ次

夛

前

山
(今

云
二
松

栢

(
言

∴嚮

所
v
秀

者
、
到
v
此

始

知
二松

緬

ハ引
二
下

四

句

コ

節

、

朝

梵

林

未
v曙
、夜

灘

山

更

寂
、道

心

及
昌牧

童
『世

事

問
樵

,聳

朝

梵

夜

禪

、自
二
老

鱈

一來
、
二

六

時

無

二間

斷

一之

状
、林

字

劉
二
松

栢

↓
牧

童
、
樵

客
、
對
二老

儕
(
倶

了
二
道

心
↓
何

只

四

五

人
、
四

句

一

第
、
ご

節

合

爲
二前

大

節
弔

瞑

宿

長

林

下
、焚
v香

臥
瑤

席
h澗

芳

襲
昌人

衣
h山

月

映
右
劈

性

本

玩
v
奇
、
況

問
こ
世

事

叫必

有
ち
」

心
袖宜

哉
　
一
宿

、焚
v
香

　
不
〆
凡
、澗

芳

照
v
山
、月

映
v
夜

、風

景

尤

佳
、
一

宿

不
v
虚

哉
・

　
四

句

一

節
、

　
壁

字

逋

韵
。

再

尋

畏
遼

誤
h明

發

更

登

歴
、笑

謝
昌桃

源

人
h花

紅

復

來

覿
。

醜
豼
驫
蹣
麺
韜
瀚
數
癜
韓
棚
髄
湖
翫
h潮
黶
醐
睡

覿

逋

韻
、
四

句

崩
節

、
二

篩

合

爲
呂後

大

節
ハ
ご

大

饋

合

僞

二後

段
ハ前

段

ご

節
、
八

句

四

韻
、後

段

ご

大

節
、
十

六

三
〇

　

つ
る
早
か
ら
ざ
る
の
み
.松
栢
太
だ
妙
、初

め

に
雲
木
を
云
ひ
,

　
次
に
前
山
を
云
ひ
,今
、松
栢
を
云

ふ
、嚮
の
秀
つ
る
所
の
者
、此

　
に
到
り
て
始
め
て
松
栢
な

る
を

知

る
を
言
ひ
て
下
四
句
を

　
引
く
、
一
節
。

朝
梵
林
未
だ
曙
け
す
、夜
禪
山
更
に
寂

た

り
、道
心
牧
童
に
及
ぶ
、

世
事
樵
客
に
問

ふ
。

　
朝
梵
・夜
禪
は
老

曾
よ
り
來
る
、二
六
時
に
間
斷
無
き
の
歌
・林

　
の
字
は
松
栢
に
封
し
、牧
童
樵

客
は
老
僞
に

對

す
、倶
に
道
心

　
を
了
す
、何
ぞ
只
だ
四
五
人
の
み
な

ら

ん
、四
40
一
節
、二
節
合

　
し
て
,前
の
大
節
と
爲
す
。

瞑
宿
す
長
林
の
下
、
香
を
焚
い
て
瑤
席
に
臥

す
、澗
芳
人
衣
を
襲

ふ
、山
月
石
壁
に
映
す
、

　
性
本
と
奇
を
玩
す
、況
ん
や
世
事
を

問

ふ
、必
ず
了
心
有
ら
ん
.

　
宜
な
る
か
な
、
〒
宿
香
を
焚
く
凡
な
ら
す
、澗
芳
山
を

照

し
、月

　
は
夜
に
映
じ
、風
景
尤
も
佳
な
り
、
一
宿
虚
し
か
ら
ざ
る

を

や
、

　
四
句

一
節
、壁
の
字
通
韻
。

再
尋
迷
誤
せ
ん
こ
と
を
畏
る
,明
發
更
に
登
歴
す
、
笑

ふ
て
桃
源

の
人
に
謝
す
、花
紅
復
た
來
り
覿
ん
。

　
地
、桃
源
に
比
す
、自
は
漁
父
た
り
、餘
意
飄
逸
玩
ぶ
べ
し
、明

發

　
は
、上
に
對
し
、更
登
は
、全
く
是
れ
奇
を
玩
ぶ
の
形
體
.來
覿
も
,

　
亦
是
れ
遠
き
を
覺
え
ざ
る
の

模

様
、歴
覿
は
邁
韻
四
句

一
節
、

　
二
節
合
し
て
、後
の
大
節
を
爲
す
、二
大
節
合

し

て
、後
段
と
爲



4捌

句

九
韻
。

　
　
　
喜
呂鄭

三

見
v過

　

　

　

　

　

劉

長

卿

客

舎

逢
V君

未
レ授
V衣
、閉
V門

愁

見

桃

花

飛
、遙

想
二故

園

今

已

爾
、家

人
{應
v念
昌行

人

歸
輔
錮
齣

聯

鏃

畑
露

呼
、
愁

念

顧

映

、

寂

寞

垂

楊

映
深

典
長

安

日

暮
雲

臺

宿
窮

巷
無
v

人

鳥

雀
閑
、室

庭

新

雨

莓

苔

緑
。
細
靹
鯵
客

此

中

分

與
譜故

交
踈

、何
幸

仍

回
萇

者

車
嚇十

年

未
〆

稱
昌卆

生

意
n好

得

辛

勤

謾

讀
垂
殊
駟
齣
v稲
魔

壙
黻

　
三
節
、毎

篩

　
四

句

三

韻
。

　
　
　
兵

車

行
　

　

　

　

　

　

　

　

　
杜

甫

車

鱗

鱗
、馬

蕭

蕭
、行

人

弓

箭

各

在
・腰
、爺

嬢

妻

子

走

相

迭
、塵

埃

不
ノ見

咸

陽

橋
、牽
v衣

頓
v足

襴
v道

哭
、

哭
聲

直

上

干
昌雲

霽
獣

艶

・櫛
、備
飆

駟
、黥

碼

齶

　
　
　
　
　
詩

律

す

、前
段

の

二
節

,八
40

四
韻

、後
段

二

大
節

、十

六
句

九

韻
。

　
　
鄭
三
の
過
ら
る
ゝ
を
喜
ぶ
　
　
　
　
　
劉
長
卿

客
舍
君
に
逢
ふ
て
未
だ
衣
を
授
け
す
、門
を
閉
ぢ
愁

へ
て
見
る
桃

花
の
飛
ぶ
を
,遙

に
故

園
を
想
み
て
今
巳
に
爾
り
、家
人
應
に
行

人
の
歸
る
を
念
ふ
な
る
べ
し
。

　
四
句
、旅
況
を
言
ふ
.客
舍
・故
園
・家
人
、相
呼
ぶ
、愁
念
顧
映
。

寂
寞
た
り
垂
楊
深
曲
に
映
す
、長
安
日
暮
雲

臺

の

宿
.窮
巷
人
無

く
鳥
雀
閑
な
り
、室
庭
の
新
雨
莓
苔
線
な
り
。

　
四
句
、客
舍
の
景
色
を
言

ふ
。

此
の
中
分
れ
て
故
交
と
疎
な
り
、何
の
幸
か
仍
ほ
長
者
の
車
を
囘

す
、十
年
未
だ
夲
生
の
意
に
稱
は
す
.好
得
辛
勤
謾
に
書
を
讀
む
。

　
四
句
、喜
意
を
言
ふ
、長
者
は
君
に
鍬

す
.○
此
の
篇
三
節
、悔
節

　

四
旬
三
韻
。
'

　

・
兵
車
行
　
　

　
　
　

　
　

　

　

　
　

杜
甫

車
鱗
々
、馬
蕭
蕭
.行
人
弓
箭
各
3
腰
に
在

り
、爺

孃

妻
子
走
り
て

相
途
る
,塵
埃
見
え
す

咸

陽

橋
、衣
を
牽
き
足
を
頓
し
道
を
欄
つ

て
哭
す
、哭
聲
直
に
上
つ
て
雲
霄
を
干
す
。

　
六
旬

一
節
、蕭
韻
四
、車
馬
と
弓
箭

と

相

呼

ぶ
、行
人
・爺
嬢

妻

酎三
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魏荏

　
　
　
　
　
日

本

詩

話

叢

書

　
邁

哭

聲
、引
v下
、此

言
二行

人
・

　
上
v
道

之

状
茄

v
見

如
v書
。

遘

傍

過

者

問
昌行

人
嚇行

人

但

云

點

行

頻
,
缸
、齣

謝

　
二
・過

者

行

入

相

俘
、但

云

ご

字
、哭

泣
G不
v能
亀多

融}戸
模

「梯
、此

言
下傍

人

鰓
二哭

聲
一以

慰

之

朕
か點

行

引
v下
、以

上

　

一
大

　
篩
。

或

從
昌十

五
4北

防
v河
、便

至
昌四

十
繭西

營
レ田
、去

時

里

盂

興

裹
v頭
、歸

來

頭

臼

還

戍
v邊

、
咽
・
惰

ト

略
、粧

囎

　

白

相

呼
、
里

正

伏
昌
下

　
縣

官
ハ戎
v
蓬

引
v
下
。

邊

庭

流

血

成
二海

水
ハ武

皇

開
い蓬

意

未
vE
。
町

齣
跡

　

小

節

哨以

均
二其

勢

ハ支

韻

二
、
ご

邊

字

應
v
上
、
以

晃
篇開
v
口

,
即

言
γ
邊

意

嚇流
レ
血

開
v
邊

、承
v
上

言

噛ピ行

役

之

苦

ハ武

皇

引
v

　

下
、
以

上

一

大

　
節

、共

一

段
。

君

不

v見

、漢

家

山

束

」二

百

州

、千

,村

萬

落

生

昌
荊

枦

舶

涜

蜘

恥
v躑
、訛
撫
・艦
、鱗
嫁
鶴
、都
、猷
婚

臻
略
附
黼
・狎

　

上

十

五

四

　

十
ハ
言
,二
民
噛荒
一

縱
有
渦健

婦
一把
二鋤

犂

禾

生
隴

畝
呻無
昌東

亜

現

復

秦

三
二

　
子
柑
連
る
哭
聲
、下
を
引
く
、此

は

行

人
殖
に
上
る
の
歌
を
言

　

ふ
、見
る
が
如
く
、叢
く
が
如
し
。

道
傍
過
ぐ
る
者
行
人
に
問

ふ
.行
人
但
だ
云
ふ
點
行
頻
な
り
と
。

　
二
句
小
節
、眞
韻
二
、過
者
と
行
人
と
相
件

ふ
、但
云
の
二
字
は
.

　
哭
泣
し
て
多
言
す
る
能

は
ざ
る
の
模
樣
,此
は
傍
人
哭
聲
を
認

　
め
て
以
て
慰
む
る
の
欺
を
言
ふ
.點
行
、下
を

引

く
、以
上

一
大

　
節
。

或
は
十
五
從
り
北
、河
を
防

ぎ
,便

ち

四
十
に
至
つ
て
西
田
を
螢

　
　
　
　
　
　

　

す
,去
る
時
里
正
與
に
頭
を
裹
む
、歸

來

頭

白
還
た
邊
を
戍
る
.

　
四
句

一
節
、先
韻
二
、十
五
・四
十
・頭
白
、相

呼

ぶ
、里
正
は
,下
の

　
縣
官
を
伏
し
、邊
を
戍
る
は
、下
を
引

く
。

邊
庭
の
流
血
海
水
を
成
す
、武
皇
邊
を
開

い
て
意
未
だ
巳
ま
す
。

　
二
句
小
節
、上
の
小
節
に
應
じ
て
以
て
其
の
勢

を
均

す
、支
韻

　
二
.二
の
遯
の
字
上

に
應

す
、以
て
口
を
開
け
ば
印
ち
邊
を
言

　
ふ
の
意
を
見
る
、流
血
・邊
を
開
く
、上

を
承
け
て
行
役
の
苦
を

　
言

ふ
、武
皇
下
を
引
く
、以
上

一
大
節
、共
に

一
段
。

君
見
す
や
、漢
家
山
東
の
二
百
州
、千
村
萬
落
荊
杷
を
生
す
。

　
二
句
小
節
、尤
韻
二
、漢
家
、上

に
應

じ
、下
の
秦
兵
を
伏
す
、村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の

　
落
.下
を
引
く
、此
は
上
を
承
け
て
、行
役
功
無

く
、徒
苦
の
欺
を

　
言

ふ
,二
百
・千
萬
、上
の
十
五
四
十
に
應
じ
、民
荒
を
言
ふ
。

縱
ひ
健
婦
有
つ
で
.鋤

惣
か
把
る
も
、禾
は
隴
畝
に
生
じ
て
東
西
無



4

兵

耐
昌苦

戰
h被
V驅

不
レ異
二犬

與
ツ鷄
。
訓
・駒
Vト

謡
h鱒

嬲

子
奮

野

就
v荒

之

塾

鷄

犬

聾

民

意
、伏
,匿下

百

草
蓁

兵

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

一

メ

節
。

映
v
上
、
鋤

黎

隴

畝

相

蓮

、伏
二
下

租

税
{.以

上

長

者

雖
v有
v問
、役

夫

敢

伸
v恨
。
仁
、馳

緲
躑
纛
四瓧

讙
評

　
役

者

外

苦

之

胱

(長

者

顧

二上

過

　

者
{
恨

字

映
`
上

哭

聲

(伏
畠
下

煩

寃
の

且

如

今̀

年

冬
一未
膨休
關

西

卒
叫縣

官

急

索
v租
、租

税

從
・何

出
コ
訓
乱銅
み

艦
、籠

潴

糖
岬阯

醒
、
齣
h躓

艱

卸
姻
鮴
、蹴

　
映
二里

正
ハ以

　
止

一
大

節
。

信

知

生
レ男

惠
、反

是

生
v女

好
、生
膨女

獪

得
v嫁
昌比

鄰
↓

生
v男

埋

沒

隨
百

草
融
、齣
vト
鰤
、温

囎

鋸
、駒
、齔

芋

繼

　

承
v
上
、
言
二
第

孃

心

事

(即

是

役

夫

妻

子

落

著

之

地
、
初

　

云
二
行

人
(
中

云
二鷄

犬
(
下

云
二
百

掌

一自

有
二
次

第
ハ
可
レ
味
二
爺

　

孃

心

中
(
以

　
上

一

段

。

螂
　
　
君

不
レ見

青

海

顕
、古

來

白

骨

無
昌人

收
ハ新

鬼

煩

寃

詩

律

し
、況
ん
や
復
た
秦
兵
苦
戰
に
耐

へ
た

る

を

や
、驅
ら
れ
て
犬
と

鷄
と
に
異
な
ら
す
。

　
四
句

一
節
、齊
韻
三
,上
を
承
け

て
、男

子
無
く
、舊
野
荒
に
就
く

　
の
駄
を
言
ふ
、鷄
犬
は
民
を
輕
ん
す

る

の
意
、下
の
百
草
を
伏

　
す
、秦
兵
は
上
に
映
じ
、鋤
犂
・隴
畝
,相

連

り

て
、下

の
租
税
を

　
伏
す
、以
上

N
大
節
。

長
者
間
ふ
有
り
と
雖
ど
も
.役
夫
敢
て
恨
を
伸
べ
ん
や
。

　
二
句
小
節
、上
に
應
じ
て
句
を
變

す
、願
韻
二
、上
を
承
け
て
.役

　
者
外
苦
の
歌
を
言
ふ
.長

者
は
、上
の
過
者
を
顧
る
、恨
の
字
は
、

　
上
の
哭
聲
に
映
じ
、下
の
煩
寃
を
伏
す
。

且
っ
今
年
の
冬
の
如
き
、未
だ
關
西
の
卒

を

休

せ

す
.縣
官
急
に

租
を
索
む
、租
税
何
れ
從
り
出
で
ん
。

　
四
句

一
節
、五
言
、上
に
應
じ
て
句
を
變

す
、質
韻
二
.上
を
承
け

　

て
、妻
子
内
苦
の
歌
を
言
ふ
,關
西
は
、上
の
秦
兵
に
應

す
、縣
官

　

は
、里
正
に
映
す
、以
上

一
大
節
。

信
に
知
る
男
を
生
む
は
悪
し
く
、反
つ
て
是
れ
女
を
生
む
の
好
き

を
,女
を
生
め
ば
蕕
比
鄰
に
嫁
す

る
を

得
、男
を
生
め
ば
埋
沒
し

て
百
草
に
隨

ふ
。

　

四
句

一
節
、五
言
二
句
、七
言
二
句
,上

に
應
じ
て
句
法
交
錯
.皓

　
韻
二
、總
て
上
を
承
け
て
、爺
孃
の
心
事

を
言

ふ
。踟
ち
是
れ
役

　

夫
妻
子
落
著
の
地
、初

に

行
人
を
云
ひ
、中
に
鷄
犬
を
云
ひ
、下

　

に
百
草
を
云
ふ
、自
ら
次
第
あ
り
、爺

孃

の
心
中
を
味
ふ
べ
し
、

　
以
上

一
段
。

君
見
す
や
青
海
の
頭
、古
來
白
骨
人
の
收
む

る
無

し
、新
鬼
は
煩

三
三
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日

本

詩

話

叢

書

舊

鬼

哭

、
天

陰

雨

濕

盤

啾

啾

㌔

細

嵩蜘

卜

鍛
納黼

鯛

噂緤
、

句

↓總

言
二
哀

恨

歎

嗟

之

情
{
青

海

應

二上

地

名

ハ白

骨

映
こ

上

埋

沒
{
新

鬼

舊

鬼

終
二
上

行

疫

之

數
(
天

陰

蓬

應
二
雲

霄

ハ啾

啾

蓮

字

韻
、
緻
二
上

鱗

鱗

蕭

蕭
ハ
0

凡

三

段
、
前

段

大

節

ご
、
小

節

一、一、
小

節

在
二大

節

下
ハ
中

段

大

節

三
、
小

節

二
..小

飭

在

二大

飭

上
ハ錯

線

遜
v
法
、
末

段

大

節

一
、

凡

三

十

六
、
句

卆

韻

十

六
、
側

韻

八
、
凡

ご

十

四

韻
、

五

七

言

律

詩
、起

二

句

爲
破

題
↓次

二

句

爲

頷̀

聯

要
v承

上
、次

二

句

鳴
"景

聯

要
v轉
v下
、末

二

句

爲
昌結

句
蕕

二絶

句

起

承

轉

結
一也
、雖
v然

古

人

援
レ筆

之

問
、

變

化

隨
レ宜
、未
必

一
樣
也

、有
一前

四

句

後

四

句

煮

爲

一正

壁

有
昌前

後

四

句
、中

間

四

句

煮

有
一前

二

句

後

六

句

者
↓有
二前

六

句

後

二

句

者
↓皆

爲
塾

體
嚇二

首

以

上
、五

首

十

首

者
、總

爲
二

貢

初

一
首

是

起
、

絡

一
首

是

結
、中

間

幾

首
、是

事

情

反

覆

鋪

敍
、獪
昌

古

詩

排

律
一也
、如
昌杜

甫

何

將

軍

十

首
、秋

興

八

首
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
四

寃
し
舊
鬼
は
哭
す
、天
陰
り
雨
濕
ふ
て
聲
啾
々
。
・

　

四
句

一
段
、尤
韻
三
、上
の
五
言
を
承

け
、特
に
起
句
を
變
す
、穂

　

て
哀
恨
歎
嗟
ω
情
を
言
ふ
、青

海

は
、上
の
地
名
に
應
じ
、白
骨

　

は

上
の
埋
沒
に
映
じ
、新
鬼
・舊
鬼
は
、上
の
行
役
の
數
を
終

ふ
、

　

天
陰
は
、遙
に
雲
霄
に
應
じ
、啾
々
は
連
字
韻
、上
の
麟

々
・蕭
々

　

に
緻
す
、○
凡
て
三
段
、前
拭
は
大
節

二
、小
節
二
。小
節
は
大
節

　

の
下
に
在
り
、中
段
は
大
節
三
、小
節

二
、小
節

は
友
節
の
上
に

　

在
り
、錯
綜
法
を
變
す
、末
段
は
大
節

一
、凡

て
三
十
六
句
、李
韻

　

↓1
亠ハ、側
扣韻
コ八
、凡
}し
一
一十
m四
韻
。

五
七
言
律
詩
、起
二
句
を
破
題

と

爲

し
、次
の
二
句
を
頷
聯
と
爲

し
、上
を
承
く
る
を
要
す
。次
の
二
句
を
景
聯
と
爲

し
ギ

に
轉
す

る
を
要
す
、末
の
二
句
を
結
句

と
爲

ず
、獪
絶
句
の
起
承
轉
結
の

ご
と
き
な
り
,然
り
と
雖
ど
も
、古
人
筆
を
援
る

の
間
,變
化
宜
し

き
に
隨

ふ
,未
だ
必
す
し
も

一
樣
な
ら
ざ

る
な

り
、前
四
句
後
四

句
の
者
.あ
り
.正
體
と
爲
す
、前
後
四
句
.中
間
四
句
の
者
あ

り
、前

二
句
後
六
句
の
者
あ
り
、前
六
句
、後
二
句

の
者

あ

り
、皆
變
體

と

爲
す
、こ
首
以
上
、五
首
十
首
の
者
は
、總
て

一
首
と
爲

す
、初
の

一

首
は
是
れ
起
、終
の

{
首
は
是

れ

結
、中
間
幾
首
,是
れ
事
情
反
覆

鏑
敍
、獪
古
詩
・排
律
の
へ、一
と
き
な

り
、杜
甫
の
何
將
軍
十
首
、秋
興

八
首
、咏
懷
古
跡
五
首
の
如
き
は
、皆
此
の
法
を

用

ふ
、五
七
言
繩

句
も
亦
同
じ
、李
白
の
秋
浦
の
歌
十
七
首

の

如
し
.是
の
故
に
、二

三
首
以
上
、十
首
十
五
首

の

者
、特
に
中
間
の

一
首
を
讀
む
も
,其



4輔

～一　　　
、咏
懐

古

跡

五

首
h皆

用
瓦

法
h五

七

言

絶

句

亦

同
、

如
季

自

秋

浦

歌

十

七

貢

是

故

二

三

首

以

上
、十

首

十

五

首

者
、特

讀
二中

間

一
首
ハ
不
V涌
ノ
其

義
h問

有

焉
、如
二唐

詩

選

臼

髪

三

千

丈
h不
v可
v解
昌其

義
嚇可
昌以

見
一已
。

　
　
　
早
發
苹
昌
鼻
黼
鯔

舳
球

沈
栓
期

解
レ纜

春

風

後
、鳴
〃榔

曉

漲

前
、黼

v
鵺

句

陽

鳥

出
昌海

緲
門雲
薦

下
江

烟
ハ積

氣

衝
・長

島
h淨

光

浴
轟大

川
麟

駒
、不
v能
v懐
昌魏

闕
h心

賞

獨

冷

然
。轍

一ご

.

　
　

塞

下

曲
　

　

　

　

　

　

　

　

　
李

臼

塞

虜

乘
ゲ秋

下
、天

兵

出

漢̀

家
齣

窯

駒
・
將

軍

分
二虎

竹
職

士

臥
蘢

沙
躱
・
下

邊

月

隨

弓̀

影
嚇朝

霜

拂
昌劍

芹
融

跡
礁

、淋
・
玉

關

殊

未
v入

少

婦

莫
昌長

嗟
箙

髭

黻
・

　
　
　
　

詩

律

の
義
に
通
ぜ
ざ
る
も
の
聞
肴

り
、唐

詩

選

の
苒

髪

孚

丈
」の

如
き

、其

の

講

を
解

す

べ

か

ら
す

.以

て
見

る
べ

き

の

み
。

　
　
早
に
告
罵

耋

す
聽

貂

擲

葎

期

婁

解
悉

風
の
律
攀

鳴
ら
す
驤

の
前
鉐

柵
・
鷽

海

樹
を
出
で
、雲
鴈
江
烟
に
下
る
、積
氣
長
島
を

衝

き
、浮
光
大
川
に

温
る
榊
驪

鷸

篌

ふ
能
は
悪

賞
響

蕪

健

凋

　
　
寒
下
曲
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
李
自

篝

愁

乘
じ
て
下
り
、天
兵
獲

を
串
つ
鑾

覊

將
驀

竹

雰

ち
戰
士
龍
沙
に
臥
す
礬

鷺

黒

に
隨
q
朝
黐

花

蕣

纛

舗

難

玉
關
殊
集

だ
入
ら
壽

婦
長
嗟
亥

莫

れ
.雛

碗
徹
・

三
五
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臼
・本

詩

話

叢

書

　
　

侍
'宴

安

樂

公

主

新

宅

應

制

　

蘇

題

駸

駸

勿

騎

歴
}城

池
門帝

女

褸

臺

向
v晩

披
諭
、
露

灑
二

旌

旗
憂
苫
外

出
、風

廻
福
嚴
蚰
一雨

中

移
、疊
田
v軒

牟
・落

天

河

水
、遶
v逕

全

低

月

樹

枝
、鰰

駟
・
簫

鼓

宸

遊

陪
・宴

日
、和

鳴

雙

鳳

喜
二來

儀
骸
・

　
　
　
大

原

早

秋

踊

鯛
齣
・後

　
　
・,
　

李

自

歳

落

衆

芳

歇
、時

當
昌大

火

流
↓霜

威

出
v塞

早
、雲

色

渡
v河

秋

黝

湘

鼬
、
夢

遶

邊

城

月
、心

飛

故

國

樓
、思
v

歸

若
二汾

水
一無
昌
日

不
悠

悠
軈

欟
、靭

　
　
　
登
岳

陽

婁

　

　

　

　

　

　

　
杜

甫

昔

聞

洞

庭

水
、今

上

岳

陽

樓
、呉

楚

東

南

堺
、乾

坤

日

夜

淨
、舗

馳
・
句

親

朋

無
二

字
著

病

有
孤

舟
戎

馬

關

山

北
、憑
v軒

涕

泗

流
、畷

錮
、

　
　
　
返

照

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
六

　
　
安
樂
公
主
の
新
宅
に
侍
宴
す
、應
制
　
　
　
蘇
顛

駸
々
た
翕

騎
城
池
靂

、帝
女
の
櫻
臺
晩

に
向
つ
て
披

く
、
揃

露
は
旌
旗
に
灑
い
で
雲
外
に
出
で
、風
は
巖
蚰
を
廻
つ
て
雨
中
に

移
る
、軒
に
當

つ
て
牟
は
落
つ
天
河
の
水
、逕
を
遶
つ
で
全

く

低

る
月
樹
の
枝
騨
駟
陶
簫
鼓
宸
遊
宴
に
陪
す

る

旦
和

鳴
雙

鳳

來

儀
を
棄

.聯

　
　
大
原
早
秋
聽

痢
櫞
・
　

　

　

李
声

歳
落
衆
芳
歇
む
、時
は
大
火
の
流
る
ゝ
に

當

る
、霜
威
塞
を
撮
づ

章

曇

色
河
薐

り
て
秋
な
り
黯

翠

盆梦
篷

る
叢

の
月
、心
は
飛
ぶ
故
國
の
樓
,歸
る
を
思
ふ
こ
と
汾
水

の
若
し
、日

と
し
て
悠
々
な
ら
ざ
る
は
讐

購

髄

　
　
岳
陽
樓

に
登
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
杜
甫

昔
聞
く
洞
庭
の
水
、今
上
る
岳
陽
樓
、呉
楚
東
南
に
堺

け
、乾
坤
日

夜
に
淨
驫

齶

・親
朋
華

簪

、老
病
孤
舟
有
軌
鳶

關
山

の
韻
軒
に
憑
つ
て
涕
泅
流
る
艤
響

返
照
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楚

王

宮

北

正

黄

昏
、臼

帝

城

邊

過

雨

痕
噛返

照

入
v

江

翻
右

壁
↓歸

雲
、擁
・樹

失
・・山

村
酳

袤

年

病
・肺

惟

高

枕
、絶

塞

愁
v時

早

閉
v門
.不
v可
呂久

留
昌豺

獏

亂
嚇南

方

實

有
二未
v招

魂
釀
・

　
　

永

嘉

浦

逢
二張

子

容
踊

鰍
・後
　
孟

浩

然

逆

族

相

逢

處
、江

村

日

暮

蒔
、衆

山

遙

對
v酒
、孤

嶼

共

題
レ詩
、廨

宇

陵

鮫

室
ハ人

烟

接
二島

夷
齣

黙

齣
・
相

郷

園

萬

餘

里
、失

路

一
相

悲
。鰍

憧
、句

'

　
　

曉

望

自

帝

更

聲

盡
、陽

毫

驍

色

分
、高

峰

上
昌寒

旦

疊

嶺

宿
一霾

雲
門地

堺

江

帆

隱
、天

清

木

葉

聞
、痢
、
荊

扉

對
諡

麋

輿

麌

共
繭

爲
舞

.識
、

　
　

黄

鶴

縷

　

　

　

　

　

　

　

　

　
崔

頴

昔

人

已

乘
畠自

雲
噂去
、此

地

室

餘

黄

鶴

褸
、黄

鶴

一

　

、

　
　
　
　

詩
律

楚
王
宮
北
正
に
黄
昏
、白
帝
城
邊

過

雨

の
、痕
、返
照
江
に
入
つ
て

塰

蠡

し
歸
雲
樹
讒

し
て
山
村
実

す
嚇
衰
年
肺
を
病

ん
で
惟
だ
高
枕
、絶
塞
時
を
愁

へ
て
早
く
門

を
閉

づ
、久
し
く
豺

狼
の
亂
に
留
る
可
か
ら
す
、南
方
實
に
未
だ
招
か
ざ

る

の
魂

有

り
.
瞰

　
　
永
嘉
轡

張
子
容
に
逢
ふ
謨

櫞
・

藩

然

逆
旋
相
逢
の
處
、江
村
日
暮
の
時
、衆
山
遙
に
酒

に
對

し
、孤
嶼
共

に
詩
を
題
す

擘

鮫
室
蔆

ぎ

人
烟
嶋
夷
に
接
す
貘

駒
囎

嚮

萬
餘
霙

路
一
に
相
悲
し
姦

鞴

　

曉
望

白
帝
更
聲
毳
き
、陽
臺
曉
色
分
る
、高
峰
寒
日

上

り
、疊
嶺
霾
雲
宿

す
,地
圻
け
て
江
帆
隱

れ
、天
清
く
し
て
木
葉
聞
ゆ
、嫌
、荊
扉
麋
鹿

　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　

　
　

,ノ

に
對
』

應
に
爾
と
共
に
群
を
爲
す
べ
し
.駿
、

　

黄
鶴
樓
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
瞿
頴

昔
人
已
に
白
雲
に
乘
つ
て
枩
る
.此

の
地
察
し
く
餘
す
黄
鶴
樓
、

三
七



螂
4

　
　
　
　
　

日

本

詩

話

叢

書

去

不
復

返
百

雲

千

載

空

悠

悠
、晴

川

歴

歴

漢

陽

樹
、芳

草

萋

萋

鸚

鵡

洲
、煽
、
日

暮

郷

關

何

處

是
、烟

波

江

上

使
二人

愁
鍛
、

　
　
　
長

安

曉

望
　

　

　

　

　

　

司

室

曙

迢

遞

山

河

擁
昌帝

京
h參

差

宮

殿

接
〆雲

罕
、風

吹
こ曉

漏
凶經
呷萇

樂
h柳

帶
醤晴

烟
一出
禁

城
「天

淨

笙

歌

臨
レ路

發
、日

高

車

馬

隔
・塵

行
輸

默
、
句

獨

有
三淺

才

甘
朱

逹
h多

慚

名

在

魯

諸

生
軈

際
、句

　
　
　
過
揚

氏

別

業
輸

鉱

齣

後

'　
　
　
王

維

揚

子

談
v經

處
、潅

王

載
レ酒

過
.橢

潼
、
興

闌

臑

鳥

換
、

坐

久

落

花

多
、徑

轉

廻
漏銀
燭
h林

開

散
』玉

珂
h嚴

城

昨

未
・啓
、前

路

擁
・笙

歌
搬

駄

颶
、
　
　
　

亀

　
　
　
秋

夕

寄
懐

契

上

人
一　
　
　

皇

甫

曾

巳

見

槿

花

朝

委
・露
、獨

悲

孤

鶴

在
二人

群
註
荊
、
眞

僭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
八

黄
鶴

一
去
復
返
ら
す
、白
雲
千
載
室
し

く

悠

々
、晴
川
歴
々
た
の

蔭

樹
、芳
草
莠

奄

鸚
鵡
嶌

・
日
纛

關
何

の
處
か
是
な

る
、烟
波
江
上
人
を
し
て
愁

へ
し
む
。磯

　
　

長
安
曉
望
　
　
　
　
　
　
　

　

　
　
司
室
曙

迢
遞
た
る
山
河
帝
京
を
擁
す
、參

差

た

る
宮
殿
雲
に
接
し
て
李

か
な
り
、風
は
曉
漏

'甲、吹

い
て
長

樂

を
經

、柳
は
晴
烟
を
帶
び
て

禁
城
を
出
づ
、天
淨
う
し
て
笙
歌
路
に
臨

ん
で

發

し
、日
高
う
し

て
車
馬
塵
を
隔
て
、
行
論

鮪

響

淺
才
案

蓬
に
某

る

有
り
、多
く
慚
づ
名
の
魯
の
難

に
在
る
を
.騅

狗

　
　
箆

の
別
莠

過
扁

鶲

櫞
・
　

轟

揚
子
經
羨

宮

の
處
、淮
王
酒
羲

せ
蓬

ぐ
運

湘
興
闌
に

し
て
啼
鳥
換
り
、坐
久
う
し
て
落
花

多

し
、徑
轉
じ
で
銀
燭
を
廻

ら
し
「林
開
い
て
玉
珂
を
散
す
、嚴
城
時
に
未
だ
啓

か

す
、前
路
笙

歌
を
攀

鑛
饕

　
　
秋
夕
、契
上
人
に
寄
懷
す
　
　
　
　
　

皇
甫
曾

已
に
見
る
槿
花
の
朝
に
露
に
委
す
る
を
、獨
悲
む
孤
鶴
の
人
靈
に
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、

W跏W　

造

次

所
ツ能

也
、且

製
v句

之

迸
、各

有
二其

箕

須
昌律

絶

　

移

徙

不
レ得
、五

七

加

減

不
7得
、方

是
、所
γ以

律

有
二律

出
ド世

心

無

事
、靜

夜

名

香

手

自

焚
、聰

臨

絶

澗
り聞
昌

流

水
↓客

至
』
孤

峯
輔掃

}自

雲

噂更

想

清

晨

誦
レ經

處
、獨

看

松

上

雪

紛

紛
.燬
い

'

以

上

律

法

如
v此
、作

者

熟
二得

此

處
ハ縱

横

自

…辨
、情

景

相

孚
、輕

電

必

均
、爲
び佳
、雖
v然

老

煉

之

後

情

景

錯

出
、岔

如
レ無

v倫
、虚

實

相

混
、時

綴

度

外
ハ則

叉
・非

「

句
ハ絶

自

絶

句
、五

言

要
レ不
凱縮

急
嚇七

き
口
要
v不
漫

寛
嚇

句

要
レ藏
レ字
、字

要
v藏
v句
、如

蓮̀

珠

不
〉斷

方

妙
n作

者

多

朋
襯

裳

抑
減

一
句
矢

非
。

排

律

體
、正

律

之

變

也
、首

尾

排

句

、對

偶

精

密
、與
`

律

詩

一差

別
、轉

換

鋪

叙

之

法
、全

與
二古

詩
一全
、有
H【三

要

要
格

調

整
嚴
ハ要
醴

骨

匂

稱
嚇要
句

法
變

化
¶有
二

　
　
　
　

詩
律

　
　
　
しり

在
る
を
鞘
、眞
僣
世
を
出
つ
る
心
無
事
、靜

夜
名
香
手
自
ら
焚
く
、

臆
は
絶
澗
に
臨
ん
で
流
水
・〃
聞
き
、客
は
孤
峰
に
至

つ
て
白
雲
を

掃

ふ
、更
に
想

.訟
清
晨
經
'〃
誦
す

る

の
處
、獨
看
る
松
上
の
雪
紛

々
.
綴

以
上
律
法
此
く
の
如
し
,作
者
、此

の
處
を
熟
得
し
、縱
横
自
ら
辨

じ
.情
景
相
孚
し
、輕
重
必
す
均
す
、佳
と
爲

す
、然
り
と
雖
ど
も
.老

煉
の
後
、情
景
錯
出
、塗
と
し
て
倫
無
き
が
如

く
、塵
實
相
混

じ
、時

に
度
外
に
出
つ
る
は
、則
ち
叉
造
次
の
能
く
す
る
所
に
非
ざ
る
な

り
、且
つ
句
を
製
す
る
の

道

は
、各
聖
其
の
宜
し
き
あ
り
、須
ら
く

律
絶
移
徙
し
得
す
、五
七
加
減
し
得
ざ
る

べ

し
、方
に
是
な
り
、律

に
は
律
句
あ
り
、維
は
自
ら

維

句
、五
言
は
、縮
急
な
ら
ざ
る
を
要

し
,七
言
は
、漫
寛
な
ら
ざ
る
を

要
す
、句
は
字
を
藏
す
る
を
要
し
、

字
は
句
を
藏
す
る
を
要
す
、連

珠
の
斷
え
ざ

る
が

如

く
、方
に
妙

な
る
所
以
な
り
、作
者
、多
く
襯

字
を
用
.ひ
て
、
一
句
を
加

減
す
る

は
、太
だ
非
な
り
。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

や
エ

排

律

の
體

は
,正
律

の
變

な

り
、首

尾

排

句
.對

偶
精

密

、律

詩

と
差

別

な

り
、轉

換
鋪

叙

の
法

は
、全

く
古

詩

と
全

じ
、三
要

有

の
、格

調

の

整
厳

〃
要

し

、體

骨

の
匂
稱

を

要

し

、句

法

の
變

化

を
要

す
、三

忌

有

り
、疣

贅

を

忌

み
、支

離

を
忌

み

,叢

聚

を

忌

む

。

三
九



蜘4

　
　
　
　

日

本

詩
話

叢

書

三

忌
h忌
離疣

贅
叫忌
昌支

離
言
心
叢̀

聚
舶

　
　

至
麓

山
歩

過
法

崇

師

故

居

　
劉

長

卿

山

僭

候
昌谷

旦

石

路

拂
門[莓

苔
嚇深

入
昌泉
…源

去
、蓬

從
二

樹

抄
向
》

山

香

鑒

円
靄

散
、鐘

過
白

雲

來
、野

雪

空

齋

掩
、山

風

古

殿

開
、輊
悔

桂

寒

知

自

發
、松

老

間
誰

栽
濾

醐
・
惆

帳

湘

江

水
、何

人

更

渡
レ杯
.濾

蘭

　
　

奉

和

幸
乱
昂
嗣

立

山

莊
應

制

　

　

李

矯

。

南

洛

師

臣

契
、束

巖

王

佐

居
、幽

情

遺
∴絨

冕
「宸

眷

矚
樵

漁
艟

闘
、
制

下

炯

山

蹕
、恩

回

濡

水

輿
、菘

門

駐
旌

葢
ハ薜

幄

引
簪

裾
薜

騨

石

磴
夲

昌黄

陸
翹

樓

牛
二紫

虚
唱雲

霞

仙

路

近
、琴

酒

俗

塵

疎
紬

轄
・
喬

木

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ

千

齡

外
、懸

水

百

尺

餘
、崖

深

經

煉
v藥
、穴

古

舊

藏
v

害
、樹

宿

捕
v風

鳥
、池

濳

縱
'壑

魚
、攜

竊
・
寧

知

天

子

貴
、術

憶
噐武

侯

廬
漁

講
、
、

5

四
〇

　
　
麓
山
寺
に
至
り
、法
崇
師
の
故
居
に
過
ゐ
　
　
劉
長
卿

山
信
谷
口
に
候
す
、石

路

莓
蜜
口
を
拂

ふ
。深
く
泉

源
に
入
り
去

鑑

に
樹
杪
よ
り
回
為

默

・香
は
青
霽
』隨
ふ
て
散
蠡

は
旻

を
導

て
來
る
鬘

霽

警

れ
、山
風
古
殿
開
垂

飜

即

桂
冬

し
て
知
ん
ぬ
臼
ら
發
,、
を
、松
老
い
て
誰

か
趨

ン
る

か
と
問
ふ
鑢

・惆
悵
す
湘
江
の
崙

人
畫

に
杯
を
渡
鳶

.

饑

・

　

韋
嗣
立
の
山
莊
に
幸
す
る
に
奉
和
す
.應
制
　
　
李
嬌

南
洛
師
臣
の
契
,東
巖
王
佐

の
居
、幽
情
級
冕
を
遣
れ
、宸
眷
樵
漁

t
撃

糴

・制
は
下
ろ
嘱
山
の
蹕
、因
心は
回
る
漿

の
輿
,松
門

旌
卓
を
駐
晦
覆

簪
裾
を
引
く
霾

・石
蘿

陸
李

か
烟
樓
紫

處
に
雀

な
り
瘻
霞
仙
路
近
く
蔘
馨

轟

な
り
錐

・
喬

木

千
齢
の
外
、懸
水
百
尺
餘
、崖
深
ふ
し
て
經

に
藥
を

煉

り
、穴
古
り

て
舊
と
書
を
藏
す
、樹
に
は
宿
す
風
鳶
搏

つ

の
鳥
、池
に
は
濳
む

警

縱
い
ま
ゝ
な
熟

雛

・響

智

ん
天
子
の
貴
き

喬

ほ
武
侯
の
廬
を
蜃

.糴

、



,

弸

五

七

言

絶

句
、竝

難
v作
、要
長

事

短

語
嚇要
孛

乏

意

富
h要
言

易
レ盡

味

有
ウ餘
、愈

讀

愈

有
レ味
、爲
v佳
、五

言

用
拗

體
嚇七

言

不
ソ可
昌拗

體
門有
昌前

對

體
h有
y後

對
,體
h

是

絶

句

中

之

一
鱧
、必

勿
v如
}葎

詩

前

後

孚

片
嚇是

爲
v難
、絶

句

之

法
、要
v可
二互

硯
「以
第

一
句
一後
第

吋一一

句
凸以

第̀

二

句
一接
第

四

句
」是

古

人

之

常

法

也
、作

者

誤
讒

起

承

轉

合

來
、第

三

轉

句
、杢

然

轉

去
、不
v

要
v接
γ上
、大

致
縣雜

亂
納宜
v戒
v之
、此

示
二其

法
輔

　
　
　
易

水

迭

別
　

　

　

　

　

　

　
駱

賓

王

此

地

別
}燕

丹
萩

二鼾
蝉

軻
壯

士

髪

衝
レ冠
、麒
難

昔

時

人

巳

沒
殖

畝
・
今

日
永

獪

寒
縮

蝉

　
　
　
別
昌杜

審

言
"　
　
　
　
　
　
　

宋

之

問

臥

病

人

事

絶
、泙
朧
)
嗟

君

萬

里

行
、姻

徽
v畭
・
一

河

橋

不
釉

迭
飆
、
病

江

樹

遠

含
ン情
、
瀧

二鷯

罪

瀏
い況

　
　
　
　
　
詩

律

五
七
言
繦
句
.竝
に
作
り
難
し
、長
事
短
語
を

要

し
、字
乏
く
意
富

む
葱
要
し
、言
は
盡
き
易
く
、味
は
餘
り
あ
ら
㎜ん
を

要

す
、愈
,
讀

み
て
兪
僅
味
あ
る
を
、佳
と
爲
す
、五
言
は
拗
體

を

用

ふ
、七
言
は

拗
體
に
可
な
ら
す
.前
對
體
あ
り
.後
封
軆

あ

り
、是
れ
繦
句
中
の

一
體
、必
す
律
詩
の
前

後

傘

片
な
る
如
く
す
る
勿
れ
、是
れ
を
難

し
と
爲
す
、絶
句
の
法
は
、互
成
す
べ
き
を
要

す
、第

一
句
を
以
'し
、

第
三
句
に
接
し
、第
二
句
を
以
て
第
四
旬

に

接

す
、是
れ
古
人
の

常
法
な
O
、作
者
、起
承
轉
合
を
誤
認
し
來
り

て
、第
三
轉
句
、全
然

轉
じ
去
り
て
、上
に
接
す
る
を
要
せ
す
.大
に
雜
亂

を

致
す
、宜
し

べ
之
れ
を
戒
む
べ
し
、此
に
其
の
法
を
示
す
。

　
　
易
水
途
別
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
駱
賓
王

此
の
地
燕
丹
に
別
る
鑾

糟

莊

士
髪
冠
齧

く
麒
勦
妥

・時

人
已
に
沒
し
虻
甃

含

水
豢

し
論
講

嚶

杜
審
言
に
別
る

宋
之
問

臥
病
人
耄

す
欝

謦
擘

君
か
萬
里
の
驫

顳
硫
蜍
叙

砺
・河
霜

途
蟇

謔

響
・藕

遠
蠢

を
含
嘉

嬲

纏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

四

一



蛻
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日

本

詩

話

叢

書

　
　
　

南
褸
望
　
　
　
　
　
　
　
　

盧
僕

去
v國

三

巴

遠

廳

・
登
樓

萬

里

春
、飆

騾
二齔
,想

傷

心

江

上

客
、灘
、膕
、太

不
寔

故

郷

人
礁

鰍

鰍

嗣
喚

、

　
　
　
自
昌君

之

出
一矣
　
　
　
　
　
　
　
張

九

齡

自
嵩君

之

出
一矣
、囎
、
不
尾復

理
二殘

機
穣
論

燃

鞭

思
v君

如
二滿

月
齲

娜
、
夜

夜

減
浩

暉
講

堀
鸚
・樽

堺
、轆
.解

機
、

　
　
　
迭
昌朱

大

入
Ψ秦
　
　
　
　
　
　
　
孟

浩

然

游

人

五

陵

去
、鮒
、
縟
、
寳

劍

直

千

金

嗣
μ
僞
、
分
v手

牝

歎

・脱
相

贈
、卒

生

一
片

心
。躰
.馨

蝓

　
　
　
迭
菖杜

十

四

之
轟江

南
一

荊

呉

相

接

水

爲
鄭

、斑
灘

君

去
春

江

正
森

茫
、騨

麟

日
暮

征

帆

何

處

泊
、雛

嶺

天

涯

一
望

斷

人

膓
誰

滌
・

四
ご

余

が
手
を
分

つ

に
於
で
を

や
、

　
　
南
樓
望
,　
　
　
　
　
　
　
　
　

慮
俄

國
婁

つ
て
三
巴
遠
し
離

媚
・讐

癶獻・⇔
葷

の
春
、賂
嬲

驗
鷲

心
後

ま
し
む
江
上
の
驫

隷

撫
確

・・疋
れ
故
郷
の

人
に
あ
ぢ
す
.談

ゆ
曙

軅

姉
解

　
　
君
の
・出
で
し
自
り
　
　
　
　
　
　
　
　
張
九
齡

君
の
帛
で
し
よ
り
媚
砌
、復
薤

機
螽

芋

、驪

驤

雑

・君

憲

ふ
脅

の
勢

譱

硫
饗

夜
藩

甥

撃

、難

黥

る
能
は
ず
、上
二

字
、下
八
字
句
、

　
　
朱
大
が
奏
に
入
る
を
迭
る
　
　
　

　
　
孟
浩
然

遊
人
薩

に
耋

呼
難

篇

直
ひ
黍

.轡

僞
・手
を
分
ち
牝

駿

霾

去
脱
し
て
相
膾
る
、雀

一片
の
心
。蠧

擁

礬

源

　
　
杜
十
四
の
江
南
に
之
く
を
迭
る

荊
呉
相
接
し
泉

を
郷
と
爲
す
識

臨

君
去
つ
て
春
江
正
に

斃

嬲

い
日
暮
征
帆
側
の
處
に
か
泊
す
,騨

靉

砌
・
天
涯

稾

人
腸
を
斷
っ
.
購

顰



4螂

　
　
　
峨

眉

山

月

歌
　

　
　

　
　
　

李

自

峨

眉

山

月
牛

輪

秋
、熱

影

入
苹

羌

涯

丞

流
、薩
、褫
、

夜

發
[清
溪
一向
崑三

峽
萌

蝉

思
V君

不
レ見

下
昌渝

州
額

二

脚　
　
　
閨

怨
　

　
　
　
　
　

　
　
　
王
昌

齡

閨

中

少

婦

不
・知
・愁
、嚇
、難

春

日
凝
粧

上
翆

婁

撤

巍

蟹

忽
見

陌
頭
楊
柳

色
、翻
、
悔
教
美

婿
覓
對

象
鑼

・

　
　
　
除

夜

作
　

　

　

　

　

　

　

　

高

遖

族

館

寒

燈

獨

不
眠

、攤

墾

峯

心

何

事

轉

凄

然
、都

艦
・
故

郷

今

夜

思
昌千

里
蘓
v
騨

愁

鬢

明
朝

叉

一
年
。

　
　
　
　
　
　
　
　

●

此

暗

凄

然
、

以

上

絶

句

大

法
、作

者

要
v熟
】此

法
熟

來

自

辨
、古

人

絶

句
、第

二

突

然
=不
v承
、如
寳

劍

直

千

金
一太

妙
、

　
　
　
　
　
詩

律

　
　
峨
眉
山
月
の
歌
　
　
　
　
　
　
　
　
　
李
臼

峨
眉
由
月
覊

の
秋
楚

、影
は
舞

江
水
に
入
つ
て
流
る

蘿

彎

藩

溪
蠡

し
て
三
瞥

向
論

師
売
君
憲

ふ
て

見
え
す
渝
州
に
下
る
、鏤

鳩

　
　
閨
怨
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
王
昌
齡

閨
中
の
少
婦
愁
を
智

森

鰯

礁
羅

、奮

粧
麁

ら
し
て

羅

に
上
る
麟

齶

罐

か
忽
ち
見
る
黷

楊
柳
の
亀
響

、

悔
ゆ
ら
く
ば
夫
婿
を
し
て
封
侯
寛

め
し
む
る
を
.
鸚

燦

　
　
除
夜
の
作
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
適

籍

の
寒
霧

り
眠
享

、欝

鶚

憲

何
事
ぞ
轉
、
凄
鱗

辮

牲

凄

郷
衾

重

憲

ふ
、瀲
縫

戞

愁
鬢
明
望

犀

.

黠

糖

以
上
は
絶
句
の
大
法
、作
者
、此
の
法
に
熟

せ
ん
こ
と
を

要

す
、熟

し
來
ら
ば
自
ら
辨
ぜ
ん
、
古
人
の
絶
句
.
第
二
突

然
と
し
て
承
け

泗
三
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日
本

詩

話
叢

書

　

宜
下於
亠此

處
一用
曽エ
。

　
　
　
鹽
詩

詐

　

王

維

和
亠賈

至

早

朝
哺詩
、絳

積

磽

籌
、翠

雲

裘
、閭

闔
、

　

宮

殿
、衣

冠

量

旒
、仙

掌

袞

龍

詔

珮

等
、疊

用
、李

自

二

峩

眉

山

月

詩
、峨

眉

山
、李

羌

江
、清

溪
、三

峽
、渝

州

　

等

地

名
、疊

用
、蘇

廼

和
v幸
望

春

蜜

詩
、宮

中

城

上
、

副　
回

輦

處
、舞

觴

前

等
、疊

用
、又

和
v幸
「太

李

公

主

莊
一

㎝

詩

樓

下
橋

頭
・花

問

竹

裏
・雲

漢

等

疊

用
・共

皆

叢

　

聚

病
、未
v菟
昌痍

璽

也
、若

取

爲
呷詩

格
「必

引
外

人

癡

　

馨

　

心

事

竟

誰

知
、月

明

花

滿
v枝
、曲

中

人

不
v見
、江

上

　

數

峯

青
、此

等

結

法

太

妙

手
、其

人

心

中

悲

切
不
v

　

得
二

語
ハ只

有
腹

前

之

景
嚇祗

見
"㌦其
無
レ何
状
嚇可
v味
。」

　

劉

夢

得

金

陵

懐

古
、有

絶̀

唱

之

目
嚇予

謂

篇

中

王

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

四
四

す
、「寶
劍
直
千
金
」の
如
き
、太
だ
妙
、宜
し

く
此
の
處
に
於
て
工
を

用

ふ
べ
し
。

　
　
詩
諢

王
維
の
、賈
至
の
早
朝
に
和
す
る
の
詩
は
.絳
帳
・曉
籌
・翠
霙
裘
・閭

闔
・宮
殿
・衣
冠
・霓
旒
・仙
掌

衰

龍
・詔

珮
・等

疊

用
す
、李
白
の
峨

眉
山
月
の
詩
は
峨
眉
山
・夲
范
江
・清

溪
・三
峽
・渝
州
・等
、の
地
名

疊
用
す
.蘇
顛

の
望
春
宮
に
幸
せ
ら
る
ゝ
に
和
す

る
詩
は
、宮
中
・

城
上
・回
輦
處
舞

觴
前
.等
疊

用
す
、叉
、太

軍

公

主
の
莊
に
幸
せ

ら
る
ゝ
に
和
す

る
詩

は
、樓
下
・橋
頭
花

聞
・竹
裏
・雲
間
、等
疊
用

す
、共
に
皆
叢
聚
病
に
し
て
未
だ
疵
蝦

を

発
れ
ざ
る
な
り
、若
し

取
り
て
詩
格
と
爲

さ

ば
.必
す
外
人
の
癡
嘆
を
引
か
ん
。

「心
事
竟

に
誰

か
知
ら
ん
、月
明
に
し
て
花
、枝
に
満

つ
、」、曲

中

人

見
え
す
、江
上
數
峯
青
し
、」此
等
の
結
法
太
だ
妙

手
、其
の
人
の
心

中
悲
切
、
一
語
を
得
す
、只
だ
眼
前
の
景
有
り
.牴

に
其
の
何
ん
す

る
無
き
の
欺
を
見
る
.味
ふ
べ
し
、味
ふ
べ
、し
。

劉
夢
得
の
金
陵
懷
古
は
、絶
唱
の
目
あ
妙
、予

謂
へ
ら
く
、篇

中
の

α

電
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鼠耐「～　一

溶

王

氣
、二

王

重

出
、諸

選

多

作
西

晉

樓

船
↓帥

不
v

應
昌鐵

…鎮

承

句

金

陵

王

氣
、不
v可
v換
二

宇
嚇則

二

王

重

出
、前

聯

鐵

鎖
、以

顯
主

軍

功
嚇此

時

四

將

倶

下
、

王

溶

鐵

鎖

大

功
、則

王

溶

不
レ可
レ換
v字

也
、難

哉

崟

壁

、

李

白

清

罕

調

雲

想
μ表

裳
苡

v葉

比
雲

楚

詞

云
、青

雲

衣

兮

自

一霓

裳
、蓋

出
昌于

此
嚇以

對
'下

瑤

臺

群

玉
嚇

微
二仙

女
一來
、是

李

妙

手
、徐

氏

筆

精

云
、蔡

端

明

曾

書
二此

詩
ハ作
三葉

想
表

裳
h劉

后

村

以
。爲
、落

筆

之

誤
、

非

也
、蓋

端

明

書

不
㌦苟

作
嚇現

首

字

安

得
v誤
、細

味
v

之
、葉

想
噌表

裳
h固

自

與
二牡

丹
一穩

帖
、差

勝
扇
寄
字
ハ蓋

以
レ葉

比
ソ衣
、.即

是

凡

筆

易

易

巳
、况

不
レ對
卞

群

玉

瑤

臺
↓其

音

亦

促
、是

必

後

人

不
レ知
v詩

者

之

所
μ爲

也
、劉

爲
v得
、王

勃

蜀

中

九

日
、鴻

鴈

那

從
二北

地
一來
、

詩

律

王
溶
・王
氣
・二
王
、
重
出
す
、
諸
選
多
く
西
晉
褸
船
に
作
ゐ
、
邸
ち

鐵
鑚
に
應
ぜ
す
、承

句
の
金
陵
の
王
氣

は
、
一
字
を
換
ふ
べ
か
ら

す
、則
ち
二
王
重
出
す
。前
聯
鐡
鑚
、以
て
王
の
軍
功
を
顯
は
す
、此

の
時
、四
將
倶
に
下
る
、
王
濬
の
鐵
鑽
大
功
あ
り
、則
ち
王
濬
は
、字

を
換

ふ
ぺ
か
ら
ざ
る
な
り
、難
い
か
な
全
嬖
。

李
白
の
清
李
調
の
、
「雲
に
は
衣
裳
を
想

ふ
」は
、葉
を
以
て
雲
に
比

す
、楚
詞
に
云
ふ
「青
雲
の
衣
や
白
霓
裳
」と
、蓋
し
此
に
出
づ
、以
て

下
の
瑤
臺
・群
玉
に
封
し
、仙
女
と
做
し
來

る
、是
れ
李
の
妙
手
。徐

氏
筆
精
に
云
ふ
、蔡
端
明
曾
て
此
の
詩
を
書

し

て
、「葉
に
は
衣
裳

を
想
ふ
」に
作
る
、劉
后
村
以
爲

へ
ら
く
、落
筆
の
誤
り
と
.非
な
り
,

蓋
し
端
明
、書
、荷
も
作
ら
す
、況
ん
や
首
字
安
ぞ
誤
る
を
得
ん
と
、

細
に
之
れ
を
味

へ
ば
.「葉
に
は
衣
裳
を
想

ふ
」は
、固
よ
り
自
ら
牡

丹
と
穩
帖
、差
3雲
の
字
に
勝
れ
り
、蓋

し
葉

を

以
て
衣
に
比
す
、

印
ち
是
れ
凡

筆
易
々
の
み
、況
ん
や
,下
の
群
玉
・瑤
臺
に
對
せ
す
,

其
の
音
も
亦
促
.是
れ
必
す
後
人
詩
を
知
ら
ざ
る
者

の

爲
す
所

な
ら
ん
、劉
得
た
り
と
爲
す
、王
勃
の
蜀

中
九

日

の
「鴻

雁
那
ぞ

北

地
旨從
り
來
る
」
は
、那
の
字
太
だ
玲

瓏
、決
し
て
何
奈

等

の
字

を
用

ふ
べ
か
ら
す
,劉
廷
埼
の
句
に
、「況

ん

や
復
た
當
時
歌
舞
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

四
五
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日

本
詩

話

叢
書

那

字

太

玲

瓏
、決

不
v可
"用
ユ何

奈

等

字
↓劉

廷

碕

・句
、

況

復

當

時

歌

舞

人
、不
v可
v云
昌況

是
ハ若

改

作
昌況

是

當

年
一稍

可
、張

説

句
、聞

道

禪

仙

不
v可
レ接
、不
v可
F云
μ

不
亀易

也
、今

日

作

者

下
v字

漫

然
、不
v知
三古

人

用

處

必

有
施
歎
A贇
矣
、李

笠

翁

曾

論

此̀

意
"云
、雲

淡

風

輕

近

午

天
、此

等

句

法
、自

然

見
v好
、若

變

爲

風̀

輕

雲

淡

近

午

天

則

雖
v有
認好

句

不
v奪
肩

、矣
、必

須
再

易
一

數

字
↓始

能

合
v拍
、或

改

爲
一一風

輕

雲

淡

午

近

天
h或

叉

改

爲

風

輕

午

近

雲

淡

天
庇

等

句

法
、擽
乏

昔

律
嚇期

或

諧

矣
、苟

以
女

理

繩
レ之
、徇

得
呂名

爲
二詞

曲

乎
。

女

仙

外

更

云
、敬

亭

山

有
"萬

松

亭
ハ亭

中

刻
一唐

人

李

自

詩
一云

云
、其

詩

獨

去

閑
、作
"獨

自

還
「獨

自

還
、

帥

是

口

語
、獨

去

閑
、帥

是

含

意
、上

二

向

做
二口

語
一

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　

四
六

人
を
や
」は
.㌦況
是
レ乏
云
ふ
べ
か
ら
す
、若

し
改

め

て
「況
是
當
年
」

に
作
ら
ば
、稍
や
可
な
の
、張
説
の
句
に
「聞
道
く
神
仙

は
接

す
可

か
ら
す
」と
、易
す
か
ら
す
と
云
ふ
可

か

ら

す
.
今

日

の

作

者
、

字
を
下
す
こ
と
漫

然
、古
人
の
用
處
、必
す
竅
會
あ
る
を
知
ら

す
,

李
笠
翁
、曾
て
此
の
意
を
論
じ
て
云

ふ
一雲

淡
く
風
輕
し
近

午
の

天
」此
等
の
句
法
、自
然
に
好
き

を
見
る
、若

し
變
じ
て
「風

輕
く
雲

淡
し
近

午
の
天
」と
爲
さ
ば
,則
ち
好
句
あ
り
と
雖
ど

も
、目
を
奪

は
す
,必
す
須
ら
く
再
び
數

字

を
易

ふ
べ
し
、始
め
て
能
く
拍
に

合
は
ん
.或
は
改
め
で
「風
軽
く
雲
淡
し
午

近
の
天
」或
は
夂

改
め

て
「風
輕
く
午
近
雲
淡
の
天
」と
爲
さ
ば
、此
等
の
句
法
、之
れ

を
音

律
に
揆
れ
ば
、則
ち
或
は
諧
は
ん
、荀

も

文

理
を
以
て
之
れ
を
繩

さ
ば
、爾
ほ
名
づ
け
て
詞
曲
と
爲
す
を
得
ん
や
。

女
仙
外
史
に
云
ふ
、敬
亭
m
に
萬
松

亭

有

り
、亭
中
に
唐
人
李
白

の
詩
を
刻
す
、云
々
,其
の
詩
に
「獨
去
閑
」を
「獨
自
還
」に

作

る
、獨

自
還
は
、帥
ち
是
れ
口
語
、獨
去
閑
は
、帥
ち
是
れ
含

意
、上
の
二
句

口
語
と
做
し
去
り
.第
三
句
始
め
て
厭
は
ざ
る
の
語

を
下

す
、太
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去
、第

三

句

始

下
木

v厭

的

語
↓太

妙
。

婦

入

稱
二居

≠

者
、宋

李

格

女
、李

清

照
、號
一易

安

居

士
「有
下題
入

咏

樓
詩

い
又
朱

淑

眞

號
凾

棲

居

士
萌

孟

澄

女

孟

淑

卿

號
}荊

山

居

士
↓有
蓉

婦

詩
↓陳

孟

賢

侍

姫
、號
嵩梅

華

居

士
司

杜

詩
、牽

牛

出
淘

西
嚇織

女
.處
晶其

東
h注

家

云
、牽

牛

在
淘

束
n織

女

在
二河

西
ハ公

渉

筆

偶

誤

也
、余

意
、天

者

左

旋

而

日

刀

右

行
、故

從
v天

言
、則

織

女

在
二河

両
「從
昌
日

月

星
h則

牽

牛

在
晶河
一西
喝蓋

天

地

異
レ方
、何

杜

筆

誤
、周

禮

司

徒

云
、日
南

則

景

短

多

暑
、言
昌夏

至

之

月
"也
、從
v地

言
、則

日

北
、日

北

則

景

長

多

寒
、

言
}"冬

至

之

月
一也
、從
v地

則

日

南
、叉

左

氏

昭

公

四

年

傳

云
、日

在
韮

陸

則

藏
γ冰
、從
v地

言
、則

冬

至

日

在
南

亥

然

則

杜

氏

達
二象

緯

之

學

者
、丕

可
凌妄

駁
噛

　
　
　
　
　
詩

律

だ

妙
。」

婦
人
に
居
士
と
稱
す
る
者
は
栄

の
李
格

の
女
.李
清
照
.易
安
居

士
と
號
す
、八
詠
櫻
に
題
す
る
詩
あ
の
.叉
.朱
淑
眞
、幽

棲
居
士

と

號
す
、明
の
孟
澄
の
女
.孟
淑
卿
、荊
山
居
士
と
號

す
、春
歸
の
詩
あ

り
.陳
孟
賢
の
侍
姫
、梅
華
居
士
と
號
す
。

杜
詩
に
「牽
牛
河
西
に
出
づ
、織
女
其
の
東
に
處

る
」と
、注
家
云
ふ
.

牽
牛
河
東
に
在
り
、織
女
河
西
に
在
り
.公
渉
筆
偶
聖
誤
る
な
り
と
、

余
意
ふ
、天
は
左
旋
し
て
而
し
て
日
月
は
右
紅
す

、故

に

天
よ
り

言

へ
ば
、則
ち
織
女
は
河
西
に
在
り
.同
月
星
よ
り
す

れ
ば
.則
ち

牽
牛
は
河
西
に
在
り
蓋

し
.天
地
方
を
異

に

す
、何
ぞ
杜
筆
の
誤

り
な
ら
ん
や
.周
禮
司
徒
に
云
ふ
、日
南
す
れ
ば
、則
ち
景

短

く
し

て
暑
多
し
.夏
至
の
月
を
言

ふ
な
り
.地
よ
り
言

へ
ば
.則
ち
日
北

す
れ
は
、則
ち
景
長
く
し
τ
寒
多
し
冬
至

の
月
を
言

ふ
な

り
.地

よ
り
す
れ
ば
則
ち
日
南
す
、叉
、左
氏
昭
公
四
年

の
傳
に
云
ふ
、日
.

北
陸
に
在

れ
ば
、則
ち
冰
を
藏
す
と
.地
よ
り
言

へ
ば
.則
ち
冬
至
,

日
南
方
に
在

り
と
.然
ら
ば
則
ち
杜
氏
は
象
緯

の
.學
に
達
す
る

者
、妄
に
駁
す
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。

四
七
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ロ

本

詩

話

叢

書

也
。

七

言

絶

句

用
二逋

韻

者
、古

人

多

概
匏

一
句
h若

其

第

二

句

逋

韻

者
、如
議盧

弼

邊

庭

春

怨
嚇第

四

句

逋

韻

者
、如
昌季

秀

才

邊

庭

冬

怨
n二

體

太

希
、作

者

避
v

之

爲
v佳
、杢

篇

三

字

倶

用
二通

覇

者
、明

人

間

有
v之
、

如
下楊

基

初

夏

云
、寂

寂

青

山

一
鳥

啼
、齊

紫

藤

花

落

午

風

微
、微

不
v知

晝

漏

長

多

少
、但

覺

桐

陰

牛

日

移
、支

許

相

卿

數

漏

云
、秋

夜

迢

迢

靜

擁
レ衾
、侵

孤

鴻

天

外

怨

聲

頻
、眞

銀

缸

落

盡

渾

無
v寐
、尤

苦

夏

籌

枕

上

聞
、文
。

元

人

呉

渭

月

泉

吟

祗

詩

稿
、考

官

謝

鋤

所
逡

、田

園

雜

興

律

詩
、凡

二

千

七

百

三

十

五

首
、作

者

二

百

八

十

人
、第

一
名
、僞

名

羅

公

福
、本

名

蓮

文

鳳
、

閾

人
、其

詩

云
、老

我

無

心

出
乱
巾
朝
ハ東

風

林

壑

白

'

四
八

七
言
縄
句
、逋
韻
を
用

ふ
る

に

は
、古
人
多
く
は
概
ね
第

一
旬
に

す
、若
し
其
の
第
二
句
逋
韻
の
者
は
、盧
弼
の
邊
庭
春
怨

の

如
し
,

第
四
句
逋
韻
の
者
は
.季
秀
才
の
邊
庭
冬
怨

の

如

し
、二
體
太
だ

希
な
り
.作
者
之
れ
を
避
く
る
を
佳

と
爲

す
、全
篇
三
字
倶
に
通

韻
を
用
ふ
る

者
は
、明
人
に
間
主
之
れ
有
り
、楊
基
の
初
夏

に

云

ふ
「寂
寂
青
山

一
鳥
啼
く
(齊
),紫

藤

花
落
ち
て
午
風
微
な
り
(微
),

知
ら
す
書
漏
長
き
多
少
ぞ
、但
だ
覺
ゆ
桐
陰
雫
日
の
移
る
を
」(支
〉、

許
相
卿
の
數
漏
に
云
ふ
「秋
夜
迢
々
靜
に
衾

を
擁
す
(侵
)、孤
鴻
天

外
怨
聲
頻
な
り
(眞
).銀
缸
落
ち
盡
し
て
渾

べ
て
寐
ぬ
る
無

し
、尤

も
苦
む
更
箋
枕
上
に
聞
ゆ
る
に
(文
〉ヤ

元
人
呉
渭
の
月
泉
吟
肚

詩

稿

は
、考
官
謝
鋤
の
選
す
る
所
、田
園

雜
興
の
律
詩
.凡
そ
二
千
七
百
三
十

五

首
、作
者
二
百
八
十
人
、第

一
名
は
、僞
名
の
羅
公
編
、本
名
は
連
文
鳳
、閲
人
な

り
、其
の
詩
に

云
ふ
「老
我
無
心
市
朝
を
出
づ
、東
風
林
壑
島
ら

逍

遙
、
一
犂
の
好

雨
秧
初
め
て
種
ゑ
、幾
道
の
寒
泉
藥

旋

澆

ぐ
、犢
を
放
つ
て
暁
に
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逧

遙
、
一
犂

好

雨

秧

初

種
、幾

遒

寒

泉

藥

旋

澆
、放
v

犢

曉

登
二雲

外

瓏
一聽
レ鶯

時

立
昌柳

邊

橋
n池

塘

見

読

生
薪

草
州已

許

吟

魂

入
v夢

招
、起

句

我

孚

欠
穩

帖
肉

結

句

語

氣

太

窘
、改

作
下池

塘

留
v夢

生
薪

草
嚇羝

有
中

吟

魂

屡

相

招
亠稍

可
、此

詩

何

足
壓

卷
晒恐

寃
轟天

下

作

者
「難

哉

識
v詩
。

韓

翊

贈
蕊王

侍

御

赴
王

都
「云
、殘

花

片

片

細

柳

風
、

落

日

疎

鐘

小

槐

雨
、相

思

掩
泣

復

何

如
、公

子

門

前

人

漸

稀
、雨

爲
苹

磬
↓是

古

例
、釋

丈
、雨

卒

聲
、易

林
、乘
雲

帶
レ雨
、興
乘

鳥
襖

、後

句

如

疎

蓮

押
、卻

不
V

押
風

字
↓抑

不
レ亂
二韻

法
一哉
。

君

不
v見

三

字
、用
こ諸

歌

行

長

篇
一爲
v法
、亦

一
體
、三

字

句
、五

字

句
、七

字

句
、竝

可
、起

句
.結

句
、轉

韻
、或

不
轉
冖
韻
↓押
γ韻

或

不
v押
v韻
、單

用

蓮

用
、倶

可
、各

任
」

　
　
　
　

詩

律

雲
外
の
瓏
に
登
り
、鶯
を
聽

い
て
時
に
柳
擾
の
橋

に

立

つ
、池
塘

見
詭
く
新
草
を
生
す
、已
に
許
す
吟
魂
夢

に
入
つ
て

招

く
を
…と
.

起
句
の
我
の
字
、穩

帖
を
欠
ぐ
、結
句
の
語
氣
太
だ
騫
む
.改
め

て

「池
塘
夢
を
留
め
て
新
草
を
生
す
.祇
に
吟
魂
の
屡

R相
招
く
有
り
」

に
作
ら
ば
、稍
窒
可
な
り
、此
の
詩
,剣
ぞ
壓

卷

と
す
る
に
足
ら

ん

や
、恐
く
は
,天
下
の
作
者
を
寃
せ
ん
.難
い
か
な
詩
を
識
る
や
。

韓
齠
の
王
侍
御
が
上
都
に
赴
く
に
贈
る
に
云
ふ
「殘
花
片

々
細
柳

の
風
、落
日
疎
鐘
小
槐
の
雨
,赧
思
泣
を
掩

ふ
復
た
何

如

ん
.公
子

門
前
人
漸
く
稀
な
り
、」雨
は
夲
聲
と
爲
す
、是
れ
古
例
、釋
文
に
、雨

は
李
聲
、易
林
に
「雲
に
乘
じ
雨
を
帶
び
.飛
鳥
と
倶
に
す
」、後
句

に

如
疎
連
押
し
て
、卻
つ
て
風
の
字
を
押
さ
す
、抑
も
韻
法

を

亂

ら

ざ
ら
ん
や
。

「君
見
す
や
」の
三
字
.諸
れ
を
歌
行
長
篇
に
用
ふ
る
を
法
と
爲

す
、

亦

一
體
、三
字
句
,五
字
句
,七
字
句
、竝
に
可

な

り
、起
句
.結
句
、轉

韻
.或
は
轉
韻
せ
す
、韻
を
押
し
或
は
韻
を
押
さ

す
、單
用
連
用
、倶

に
可
な
り
、各
}其
の
便
宜
に
任

す
、張
説

の
鄰
都
の
引
は
、起
旬

四
九
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口

本

詩

話
叢

書

共

便

宜
h如
下張

読

鄰

都

引
、起

句

七

字

押
v韻
、高

適

燕

歌

行
、句

中

五

字
、岑

參

凾

谷

關

歌
、起

句

三

字

羅
覊
灘
響

風

白

髪

新
、相

逢

丕

語

涙

沾
v巾
、那

知

今

日

陽

關

外
、還

見

・當

時

勸
レ酒

人
h合

作

可
v賞
、白

髪

改

作
】臼

草
嚇始

合
詩

.律
檜

元

政

草

山

晩

眺

云
、愛
v山

頻

出
ノ
,

門
、投
v杖

倚
二松

根
h秋

水

界
ご李

野
嚇暮

烟

分
蓮

郊
h露

昇

林

際

臼
、星

見

樹

杪

昏
、自

覺

坐

來

久
、蒼

苔

巳

有
v痕
、可
v謂
…常

建

王

昌

齡

流

亜
一也
、源

臼

石

迭
レ春

云
、春

去

從
・何

路
「花

飛

處

處

同
、徒

窮

千

里

貝

長

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

五
〇

七
字
,韻
存
押
す
、高
適
の
燕
歌
行
は
、句
中
五
字
、衷
ヱ
雰
の
凾
谷
閣

の
歌
は
,起
句
三
字
、韻
を
押
さ
す
、魏
升
卿
の
東

都

に
歸
る
を
途

る
は
、句
中
七
字
,杜
甫
の
兵

車

行

は
、連
用
、
一
三
字
、
一
七
字
、倶

に
轉
韻
、押
す
、曹
將
軍
叢
馬
の
引
は
、七
字
句
中
、衛

萬
の
呉
宮
怨

は
,起
句
七
字
、韻
を
押
す
が
如
し
、其
の
例
此
く
の
如
し
、又
州君
聞

か
す
や
」と
い
ふ
も
あ
り
、其
の
蜩
仝
じ
。

日
本
詩
選
に
載
す
る
,宇
士
朗
の
塞
上
故
人
に
逢
ふ
に

云

ふ
「胡

地
秋
風
白
髪
新
な
り
、相
逢
ふ
て
語
ら
す
涙
巾

を
沾

ほ
す
、那
ぞ

知
ら
ん
今
日
陽
關
の
外
.還
た

當

時

酒

を
勸
む
る
人
を
見
ん
と

は
」と
合
作
、賞
す
べ
し
、白
髪
改
め
て
白
草
に
作
ら

ば
、始
め
て
詩

律
に
合
せ
ん
、僭
元
政
の
草

山
晩
眺

に

云

ふ
「山
を
愛
し
て
頻
に

門
を
出
で
、杖
を
投
じ
て
松
根
に
倚
る
,秋
水
李
野
を
界

し
,暮
煙

遠
郊
を
分
つ
、露
昇
り
て
林
際
白
く
、星
見
れ
て
樹
杪

昏

し
、自
ら

覺
ゆ
坐
來
の
久
し
き
を
、蒼
苔
巳
に
痕
有
り
」と
、常
建
・王

昌
齢
の

流
距
と
謂
ふ
べ
き
な
り
、源
白
石
の
春
を
途
る
に

云

ふ
春

去
る

何
の
路
從
り
す
、花
飛
ん
で
處
々
同
じ
、徒

に
千
里
の
目
を
窮

む
、

長
く
五
更
の
風
を
恨
む
,歸
意
簾
蕪
線
に
、離
情
芍
藥
紅

な

り
.相

思
贈

る
所
無
し
、窶

て
不
言
の
中
に
在
の
芝

前
聯
尤
妙
、後
聯

精
工
、結
語
不
蠡
の
意
あ
り
。
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恨
昌五

更

興

蹄

意

簾

蕪

緑
、離

情

芍

藥

紅
、相

思

無
v

所
v賂
、嵜

在
ネ

言

中
嚇前

聯

尤

妙
、後

聯

精

工
、結

語

有
ネ

盡

之

意
司

服

南

郭

遞
三滕

萬

鮪

遊

東

奧
二
丁
、東

奧

多
g
奇

跡
n斯

.

遊

良

壯

哉
、名

山

開
右

室
↓搶

海

上
二仙

臺
〔禹

穴

探
v

書

去
、秦

舟

求
v藥

回
、行

裝

輕
臨
禺
里
↓羨

爾

勝

情

才
、

二

聯

事

意

叢

粲
、若

,改
v上

作
v古
、帥

爲
"風

景
矢

可
、

輕
二萬

里
一虚

誕

妄

言
、當
レ作
v應
易
心
促
嚇對
二前

壯

哉
舶

高

蘭

亭

呉

宮

怨

云
、芙

蓉

水

殿

映
二清

波
嚇宮

女

如
v

花

滿

館̀

・娃
ハ惟

有
二姑

蘇

壷

上

月
門五

湖

秋

色

不
v勝
〉

多
、此

作

摸

擬

特

甚
、然

首

尾

合

成
、非
v不
ノ逋

也
、山

北

山

云
、太

自

詩
、月

照

相

映
、蘭

亭

詩
、四

句

無
龍
鋤

字
荷

以

應
v月
、且

用
昌三

四

負

爲
三

三

句
「是

失

體

也
、叉

如
g宮

女

如
v花

滿
二春

殿
『花

春

和

呼
、蘭

亭

才

　
　
　
　

詩
律

服
南
郭
の
滕
萬
祐
が
、吏
奧
に
遊
ぶ
を
逾
る

に

云

ふ
「東
奧
奇
跡

多
し
、斯
の
遊
良
に
壯
な
る
か
な
.名
山
石
室
を
開

き
、愴
海
仙
臺

に
上
る
.禹
穴
書
を
探
つ
て
去
り
.奏
舟
藥
を
求
め
て
回

る
,行
裝

萬
里
を
輕
ん
す
、羨
む
爾
が
勝
情
の
才
、」と
、二
聯
事
意
叢
聚
、若
し

上
を
改
め
て
古
に
作
ら
ば
、部
ち
風
景
た
る
太
だ

可

な

り
、萬
里

を
輕
ん
す
る
」は
、
虚
誕
妄
言
、當
に
【急
促
に
應
す
一に
作
る
べ
し
、

前
の
州壯
な
る
か
な
」に
對
す
。

高
蘭
亭
の
奨
宮
怨
に
云
ふ
「芙
蓉
水
殿
清
波

に
映

す
.宮
女
花
の

如
く
館
娃
に
満
つ
、惟
だ
姑
蘇
臺
上
の
月
の
み
有

つ

て
、五
湖
の

秋
色
多
き
に
勝

へ
す
」、此
の
作
、摸
擬
特
に
甚
し
、然
れ
ど
も
、首
尾

合
成
、逋
ぜ
ざ
る
に
非
る
な
り
、山
北
宙
云
ふ
,太
自
の
詩

は
、月
と

照
と
相
映
す
、蘭

亭
の
詩
は
、四
句
に
照
の
字
無

し
.何
を
以
て
月

に
應
ぜ
ん
、且
三
四
の
句
を
用
ひ
て
二
三
の
句
と
爲
す
、是
れ
失
體

な
り
、叉
、「宮

女
花
の
如
く
春

殿
に
滿
つ
」の
如
き
.花
春
相
呼

ぶ
,

蘭
亭
、才

か
に
春
殿
を
變
じ
て
館
娃
と
爲
し
、逾

に
照
應
を
失

亠、、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

五

一
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日
本

詩
話

叢

害

變
春

殿
幽爲
舘

娃
¶逾

朱
贍

應
嚇予

意

不
v然
、如
レ花

應
己

上

芙

蓉
h且

古

人

用
二如
v花

字
ハ何

必

下
春

字
触如

駻越

王

宮

裏

如
レ花

人
、越

女

顔

如
v花
、越

王

問
二続

紗
ハ可
二

以

見
一已
、月

字

應
卞

色

多
噛劉

賓

客

詩
、水

流

無
レ限

月

明

多
、古

人

用
力

字
h何

必

拘

拘

用
二照

字
曲三

四

句

爲
L
=
二
句
n亦

可
、作

者

臨
レ時

隨
v宜
、何

必

有
㍉某

句

第

一
某

句

第

二

三

之

常

式

乎
、岑

參

春

夢

結

句

云
、行

盡

江

南

數

十

里
、杜

牧

釆

爲
菅

負

杜

工

部

漫

興

第

二

句

云
、點
v溪

荷

葉

疊
青

錢
h何

橘

潭

釆

爲
蓚

春

首

句

云

荷

葉

初

淨

水

上

錢
、山

北

山

不
v知
v詩
、妄

評
v詩
、可
レ嘆

甚
。

一
人

齎
レ詩

來

乞
筆

削
h北
ハ
詩

云

獨

歩

橋

頭

支
v杖

留
、松

低

古

澗

暮

山

秋
、楓

林

昨

夜

霜

新

下
、紅

錦

如
v霞

洗
碧

流
h前

二

句

支
v杖

看
レ松
、後

二

句

賞
v楓
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
二

と
、予
意
ふ
に
然
ら
す
「花
の
如
く
」は
,上
の
芙
蓉
に
應
す
、且
つ
古

ム

花
の
如
く
」の
字
を
用
ふ
る
、佃
ぞ
必
す

し
も
、春
の
字
を
下
さ

ん
,門越
王
宮
裏
花
の
如
き
入
」「越
女
顏
花

の
如
し
、越
王
続
紗
に
向

ふ
」似
て
見
る
べ
き
の
み
、月
の
字
、下
の
「色

多
」に
應
す
.劉

賓

客

の
詩

に
「水
流
限
り
無
く
月
明
多
し
」と
,古
人
月
の
字
を
用
ふ
る
、

何
ぞ
必
す

し

も
、拘
々
と
し
て
照
の
字
を
用
ひ
ん
、三

四
の
毎
を

二
三
の
句
と
爲
す
も
亦
可
な
り
、作
者
時
に
臨
み
宜

し

き

に

隨

ふ
、何
ぞ
必
す
し

も
.某

句
は
第

一
、某
句
は
第
二
の
常
式
あ
ら
ん

や
、岑
參
の

春

夢

の
結
句
に
云

ふ
「行
き
黠
す
江

南

の
數
十
里
、」

杜
牧
架
り
て
首
句
と
爲

す
,杜
工
部

の
漫

興
の
第
二
旬
に
云
ふ

「溪
に
點
す
る
荷
葉
青
錢
を
疊

む
」、何
橘
潭
榮
り
て
傷
春
の
首
句

と
爲
し
て
云
ふ
門荷
葉
初
て
淨
ぶ
水
上
の
錢
」と
.山
北
山
.詩

を
知

ら
す
し
て
、妄
に
詩
を
評
す
、険
ふ
べ
き
こ
と
甚
し
。

一
人
詩
を
齎
ら
し
來
り
て
筆
創

を

乞

ふ
、其
詩
に
云
ふ
「獨
歩
橋

頭
杖
を
支

へ
て
留
る
松
低
く
し
て
古
澗
暮
山
の
秋
、楓
林
昨
夜
霜

新
に
下
り
、紅
錦
霞
の
如
く
碧
流
に

洗
ふ

■τ
、前
二
句
は
、杖
を
支

へ
て
松
を
看
る
、後
二
句
は
、楓
を
賞
す
、宛

も

二
首
の
詩
を
讀
む



宛

如
v讀

三

首

詩
ハ而

松

意

不
v足
、楓

亦

不
レ盡
、試

改
"

松

作
v楓
、楓

林

作

林̀

問
ハ始

爲
谷

作
西

句

貫

通
、賞
レ

楓

意

十

分
、今

人

作
羅

句
ハ第

三

轉

句
、杢

然

轉

去
、

不
v接
血
剛
二

句
ハ毎

有
此

病
帖宜
v戒

巳
、其

人

始

得

詩

律
↓後

來

問

言
昌禺

佳

詩
↓來
、逾

爲
二

詩

人
司

が
如
し
.而
し
て
松
意
足
ら
す
楓

も
亦
盡
く
さ
す
、試

に

松
を
改

め
て
楓
に
作
り
.楓
林
を
林
聞

に
作
ら
ば
、始
め
て
合
作
と
爲
り
.

四
句
貰
通
し
て
、楓
々
賞
す
る
の
意
十
分

な

ら

ん
、今
人
絶
句
を

作
る
に
.第
三
轉
句
,全
然
轉
じ
去
り
て
、前

の
二
句
に
接
せ
す
、侮

に
此
の
病
あ
り
、宜
し
く
戒
む
べ
き
の
み
と
、其

の

入

始
め
て
詩

律
を
得
、後
來
開
-
佳
詩
を
言
ひ
出
し
來
り
、逾
に

一
詩
人
キ
爲
れ

り
。

諭

詩

律

・

ノ

五
三



日

本

詩

話

叢

害

五
四

詩

律

終


